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美和ダム再開発湖内堆砂対策施設計画の概要
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黒字：年期待値（実績Ｌ～Ｑ式から算出
した流入土砂量から確率処理）

赤字：年期待値（河床変動計算による毎
年の堆積土砂量から確率処理）

青字：流入土砂量と計画対策量の差分
を年平均値の比率で割り振り

1．美和ダム堆砂対策全体計画

 美和ダムの堆砂対策は、土砂バイパストンネルによる排砂と湖内、分派堰上流、貯砂ダム上流の堆砂掘削に
より、毎年洪水期前にはダム治水容量16,200千m3を確保する計画。

2

湖内
計画対策量
30千m3/年

分派堰
計画対策量
61千m3/年

貯砂ダム
計画対策量
45千m3/年

湖内堆砂量
55千m3/年

放流土砂量
150千m3/年

バイパス土砂量
236千m3/年

流入土砂量：577千m3/年

湖内堆砂対策施設
（ストックヤード）

分派堰

美和ダム

湖内堆砂
対策(浚渫) 分派堰掘削 貯砂ダム掘削

貯砂ダム

美和ダム堆砂掘削

維持河床

浚渫・掘削土砂

【美和ダム土砂収支計画(年期待値)】

【全体計画】

 流入土砂量は、美和ダムの堆砂実績を基にした流量～流入土砂量関係式（実績Ｌ～Ｑ式）を作成し設定。
 毎年の掘削土砂量、バイパス土砂量、湖内堆砂量、放流土砂量は、河床変動計算により算出。
 土砂収支計画は、毎年の計算土砂量を年期待値として設定。



1．美和ダム堆砂対策全体計画
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【毎年の土砂収支結果（最大値、最小値、平均値）】

 計算期間（昭和33年～平成23年(54年間)×2回－8年の100年分の流況）における最大値、最小値、平均値を示す。

シルト粘土 0.075mm以下
砂 0.075～2.0mm
礫 2.0mm以上

貯砂ダム対策量

分派堰対策量

流入土砂量

バイパス土砂量

湖内堆砂量

土砂量(千m3)
粒径割合（平均値）

シルト 砂 礫

最大値 3465 1.00 0.00 0.00

最小値 4 1.00 0.00 0.00

平均値（100年) 169 1.00 0.00 0.00

湖内対策量（ストックヤード）

土砂量(千m3)
粒径割合（平均値）

シルト 砂 礫

最大値 4066 0.84 0.16 0.00
最小値 0 - - -

平均値（100年) 243 0.73 0.27 0.00

土砂量(千m3)
粒径割合（平均値）

シルト 砂 礫

最大値 8,352 0.77 0.18 0.05
最小値 23 0.62 0.26 0.12

平均値（100年) 601 0.66 0.25 0.09

土砂量(千m3)
粒径割合（平均値）

シルト 砂 礫

最大値 349 0.02 0.50 0.49
最小値 2 0.16 0.23 0.61

平均値（100年) 45 0.05 0.41 0.54

土砂量(千m3)
粒径割合（平均値）

シルト 砂 礫

最大値 235 0.07 0.63 0.29
最小値 1 0.94 0.60 0.00

平均値（100年) 59 0.13 0.61 0.26

土砂量(千m3)
粒径割合（平均値）

シルト 砂 礫

最大値 818 0.95 0.05 0.00
最小値 -316 - - -

平均値（100年) 41 0.97 0.03 0.00

土砂量(千m3)
粒径割合（平均値）

シルト 砂 礫

最大値 30 0.77 0.23 0.00
最小値 0 - - -

平均値（100年) 9.6 0.86 0.14 0.00

湖内対策量（湖外搬出量）

土砂量(千m3)
粒径割合（平均値）

シルト 砂 礫

最大値 548 0.00 0.67 0.33
最小値 0 - - -

平均値（100年) 36 0.12 0.62 0.26

美
和
ダ
ム

分
派
堰

貯
砂
ダ
ム



２．湖内堆砂対策の概要

2.1 湖内堆砂対策施設
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美和ダム

分派堰
貯砂ダム

土砂バイパストンネル 湖内堆砂対策施設

浚渫
No.17～分派堰

シルト・砂（2mm以下）

礫（2mm以上）

外部へ
浚渫範囲

湖内堆砂対策土砂の流れ

移送・投入

洪水時
排砂 ｽﾄｯｸ

・平成17年完成（供用中）
・W=7.8m、L=4,300m
・設計流量 300m3/s

・現在施工中
・詳細は次ページ

洪水時取水

 美和ダム湖の上流部（分派堰下流）に堆積した土砂を浚渫。
 浚渫土砂のうち、砂およびシルト（2㎜以下） は排砂管により移送し、分派堰上流左岸に設置するストックヤー

ド内(容量3万m3)に投入。
 浚渫土砂のうち、礫分および、ストックヤード（S.Y）容量3万m3を超える分については、ダンプトラック等で外部

（土捨場等）へ搬出。
 ストックヤードに投入した砂およびシルト（2㎜以下）は、洪水時に貯砂ダムから導水される洪水流によるフラッ

シングにより、土砂バイパストンネルへ流入。

2.1.1 計画の基本概要

ストック
ヤード



 採用する浚渫工法は、ポンプ浚渫（ポンプを利用して堆砂を流体移送し、堆積物除去を行う方法）。

 ラダー先端のカッターで水底土砂を切り崩しながら、船内のポンプによって水とともに土砂を吸い上げ、河床の土砂を
除去。

 浚渫された土砂は、排砂管により、泥水状態で移送し、水上－陸上の中継地点で分級施設を介して場合により混入し
た礫分を除いた後、中継ポンプによりストックヤードまで移送。

5

〔湖内浚渫計画〕 〔一般的なポンプ浚渫〕

排砂管
（水上）

ポンプ浚渫船

２．湖内堆砂対策の概要

2.1 湖内堆砂対策施設

2.1.2 施設配置と構造（浚渫施設）

21

平均400m平均600m

分級施設
(礫分が多い年)

＋
中継ポンプ
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２．湖内堆砂対策の概要

2.1 湖内堆砂対策施設

2.1.2 施設配置と構造（排砂施設）
施設名称 主な構造等

① 排砂ゲート
純径間6m・高さ2.5mのローラゲート×4門
ゲートに大きな土砂圧が作用すること、経済性を考慮してローラゲート
を採用した。操作は、遠隔操作。操作の自動化を検討。

②
ストック
ヤード

水理模型実験結果を踏まえ、既設の分派特性に影響がないようレイア
ウトを設定。
容量は、空隙率含めて3万m3の土砂投入が可能となるよう設定。
ヤード内土砂を効率的に排出させるため、中央に隔壁を設置。
ヤード床板の勾配は1/500（取水量40m3/sで摩擦速度0.044m/sを確
保）。
側壁・中央隔壁構造形式は逆Ｔ型擁壁とし、基礎は場所打ち杭
（φ1000）。

③ 導流水路
ストックヤードへの通水機能を担う。
取水量40m3/sを射流で流下させる構造とし、水路幅員7.5m、勾配
1/170とした。

④ 取水施設
貯砂ダムからの洪水時流入量を調整するためのローラーゲート（最大
40m3/s取水）。純径間7.5m×高さ1.1m。
取水ゲート上流に流木ハネ、横越流堰を配置。

 排砂施設は、湖内浚渫施設から移送した砂
およびシルトを、洪水時の流水により土砂バ
イパスまで流送するために必要な施設（右
表）で構成

④ ③

②

①

①
②

③

④

ポンプ浚渫船

分派堰

土砂バイパス

P
中継ポンプ
分級施設
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２．湖内堆砂対策の概要

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項
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2.2.1湖内浚渫土砂とストックヤード投入用土砂の量および質

〔湖内堆砂対策対象土砂の経年変化〕※下段は縦軸のレンジを小さくしたグラフを示す

対策対象土砂 この4ヶ年は突出して対象量
が多く、礫分が多い。

シルト： ～0.074mm
砂 ： 0.074～2.0mm
礫 ：2.0mm～75.0mm

 S33～H23年の流況を用いた湖内堆砂対策対象の粒径別土砂量（数値解析結果）は上図の通り。
 多くの年（S34・S36・S57・S58およびS60年以外）の浚渫対象は 、砂およびシルト（2㎜以下）が主な対象であり、

浚渫土量はストックヤード容量3万m3を下回る（下図を参照）。
 S34・S36・S57・S58の4ヶ年は礫分が相対的に多く含まれる。対策対象土量も通常年と比較して大きい（上図を

参照）。

対策対象土砂（拡大）



２．湖内堆砂対策の概要
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2.2.1湖内浚渫土砂とストックヤード投入用土砂の量および質

 「湖内堆砂対策量」を、「S.Y投入土砂」と「湖外搬出土砂」に区分して示すと下図のとおり。
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2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項
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２．湖内堆砂対策の概要

ポンプ浚渫

塵芥処理

中継ポンプ

ストックヤード

分級施設
(規模の大きな出水)

陸上げ

ダンプトラック運搬

建設発生土として利用

砂・シルト

礫

 多くの年は、浚渫した土砂を塵芥処理施設（下中図参照）を介して全量をストックヤードに投入。
 礫を含むS34・S36・S57・S58・S60年は、対象土砂のうち、砂およびシルト（2mm以下）を、ストックヤード容量3

万m3を上限として、分級施設（下右図参照）を介して投入。
 毎年のストックヤード投入可能量は、S33～H23平均で9.6千m3（下図参照）。

〔塵芥処理施設の例（スクリーン）〕

〔分級施設の例〕

分離後泥水
（S.Yへ圧送）

分級された礫分
（ダンプ搬出）

2.2.1 湖内浚渫土砂とストックヤード投入用土砂の量および質
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ポンプ浚渫船か
らの泥水

〔浚渫土砂のうち、ストックヤードへ投入される土砂量の経年変化〕

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項
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２．湖内堆砂対策の概要

2.2.2 ストックヤードからの排砂

【洪水時操作】

 運用開始条件を満たす出水が発生した場合、湖内堆砂対策施設各種ゲートを操作し、内部の
土砂を下流に排出（下図参照）。

 運用開始・運用終了は、流量および貯水位の条件により設定（下図に例示）。

運用検討の条件となる数値

① 流量（湖内堆砂対策施設運用開始・運用終了条件）
100m3/s：土砂バイパストンネルの運用開始・終了の基準値

② 貯水位（貯水位が低い際には、利水容量確保のため、貯水を優先することがある）
EL.805m：貯水位が805mより低い際には、利水容量確保のため、貯水を優先することがある。
⇒容量再開発前（現行）では、この基準値がEL.807mとなる。

※各種ゲート：図中の開閉で示された箇所、開閉の別は参考（検討時点での例を図示)

注）現行運用では、貯水位が低い場合の利水容量確保のため、洪水時の流入水を利用し、制限水位808.0mマイナス1mの807mまで貯水位を回復
するとしている。再編後は制限水位が806.1mと引き下げされるため、利水容量回復の基準標高が805mと低下する

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項

主ゲート(G1) 副ゲート(G2)

トラップ堰

分派堰
美和ダム湖

開
バイパストンネル

本体ゲート(D) 
開

貯砂ダム

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ

排砂ゲート（S1）取水ゲート（S2） 

開
閉

閉

開

魚道ゲート
(F) 

横越流堰
開

開Ｑm3/s 本体ゲート(D）

開
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２．湖内堆砂対策の概要

2.2.3 ストックヤード内土砂侵食特性

time1-1（1時間後）

time1-2（2時間後）

time1-3（5時間後）

time1-4（15時間後）

ストックヤード内土砂侵食は、落下流により法肩が崩落するような侵食（法肩侵食とする）と、河床面
の表層からの侵食（表層侵食とする）に区分される。

法肩侵食により堆積土砂の崩落が進む

法肩侵食が上流端まで到達する

表層侵食により侵食がすすむ

侵食がほぼ完了（側壁付近にわずかに土砂が残る）

通水40m3/s

通水40m3/s

通水40m3/s

通水40m3/s

〔ゲート〕

閉

開

閉

開

閉

開

閉

開

拡大写真

※ Ｈ２５年度 水理模型実験時写真

運用開始後のストックヤード内土砂侵食状況写真（Ｈ25年度 水理模型実験時)

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項
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２．湖内堆砂対策の概要

 ストックヤードの土砂排出時における侵食特性（侵食形態・侵食速度）は、H25～26年度に実施された模型実験
に基づいて推定。

 土砂排出現象は、第1段階は法肩侵食・第2段階は表面侵食で進行する（実験による知見）。

 実験結果から、満砂時において、72%の土砂が法肩侵食、28 ％の土砂が表面侵食で排出（推定値）。

 排砂速度の推定幅は広く、排砂が早いケースと遅いケースの差異は大きい。

排砂ゲート

最大4m
1.12m

①法肩侵食で排出 ①法肩侵食で排出

②表層侵食で排出 ②表層侵食で排出

（ｈ）

2.2.3 ストックヤード内土砂侵食特性

最大34.6ｈ

1.12

1.12
(28%)

2.88
(72%)

SY内
土砂量

満砂

空虚

排
砂

の
進

行

① 法肩侵食による排砂（0.5～2.0h）

② 表層侵食による排砂（2.0～34.6h）

② 表層侵食による排砂（0.5～7.4h）

排砂が最も遅いケース

排砂が最も早いケース

S.
Y 

内
土

砂
厚

（
m

）

運用開始からの経過時間

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項



 湖内堆砂対策として、浚渫された土砂（礫分除く）は、排砂管によりストックヤード内に移送され、土砂バイパス運用時に土砂
バイパストンネルを通じて美和ダム下流に排出される。

 洪水期中にストックヤード内土砂が全量排出されない場合、残った土砂は、当該年度浚渫土砂とともに、翌年度の出水により
美和ダム下流に排出される。

 排砂効率を確保するとともに、濁水影響にも考慮した運用計画の策定が必要。

13

ポンプ浚渫⇒パイプライン輸送
（湖内⇒ストックヤード）

ストックヤードへ投入

洪水待機
（流入量100m3/s以上の出水）※1

運用条件を

満たす出水が発生するか

湖内堆砂対策施設ゲート操作に
より土砂排出排出

ストックヤード内
土砂を完全に排出する時間が確

保されたか

ストックヤード内は空虚となる ストックヤード内に土砂が残る

浚渫範囲深浅測量（No.17‐21）・
浚渫土量確定

浚
渫

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
運
用

NO

NO

YES

YES

非出水期

出水期

非出水期
浚渫範囲深浅測量（No.17‐21）・

浚渫土量確定

前年度残土砂と当該年度浚
渫土砂が容量内に収まるこ
とを確認

※1：流入量100m3/sは、現在

の土砂バイパストンネル
を運用する目安である。

２．湖内堆砂対策の概要

2.2.4 施設運用の流れ

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項
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２．湖内堆砂対策の概要

 湖内堆砂対策施設ゲート操作一次案を設定（下左図）。
 試験運用において、排砂速度実績値と運用時の下流濁度について検証し、一次案を修正していく。

2.2.5 湖内堆砂対策施設ゲート操作

流入量 操作概要

①
25.6～100

m3/s 土砂バイパストンネル主ゲートG1開操作

②
流入量増加
⇒100m3/s

湖内堆砂対策施設取水ゲートS2開操作
排砂ゲートS1操作開始

③
100m3/s

以上

湖内堆砂対策施設排砂ゲート操作（1レーンずつ運用）
③‐1 Aサイドゲート開放、Aサイド法肩侵食を発生させる
③‐2 Aサイド法肩侵食完了後、Aゲート閉操作・Bゲート開放
③‐3 Bサイド内全土砂排出後、Bゲート閉操作・Aゲート開放

④
流入量減少
⇒100m3/s

湖内堆砂対策施設取水ゲートS2閉操作
排砂ゲート操作S1閉操作

⑤ 100m3/s以下 土砂バイパストンネル主ゲートG1閉操作

主ゲート(G1) 副ゲート(G2) 

トラップ堰

分派堰
美和ダム湖 

開 
バイパストンネル 

開

貯砂ダム

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ

排砂ゲート（S1）取水ゲート（S2）

閉 閉
A サイド

B サイド

主ゲート(G1) 副ゲート(G2) 

トラップ堰

分派堰
美和ダム湖 

開 
バイパストンネル 

開

貯砂ダム

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ

排砂ゲート（S1）取水ゲート（S2）

開 
開

閉

A サイド

B サイド

主ゲート(G1) 副ゲート(G2) 

トラップ堰

分派堰
美和ダム湖 

開 
バイパストンネル 

開

貯砂ダム

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ

排砂ゲート（S1）取水ゲート（S2）

A サイド

B サイド
開 閉→開→閉

開→閉→開

主ゲート(G1) 副ゲート(G2) 

トラップ堰

分派堰

横越流堰

美和ダム湖 

開 
バイパストンネル 

開

貯砂ダム

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ

排砂ゲート（S1）取水ゲート（S2）

閉 閉
A サイド

B サイド

① 25.6m3/s～100m3/s

② 流入量増加⇒100m3/s

③ 100m3/s以上

④ 流入量減少⇒100m3/s

※取水ゲート、排砂ゲートの詳細な操作方法は、法肩侵食時にストックヤードからの排水SSが116,500
㎎/L以下、藤沢川合流後SSが25,000㎎/L以下となるように試験運用結果を踏まえ設定する。

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

流入量

全放流量

ストックヤード導水量

バイパス流量

⑤④

ストックヤード導水量 40㎥/s

計画流入量 1200㎥/s

最大放流量 450㎥/s

バイパストンネル最大流量 300㎥/s

洪水調節開始流量 200㎥/s

ストックヤード操作流量 100㎥/s

発電使用水量 25.6㎥/s

①

②

③

流量（㎥/s）

時間

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項



【排砂機能を判断する基本的な考え方】
 設定した流量条件下・および貯水位条件下において、毎年発生する「ストックヤード投入土砂量（最大3万m3）」

に対し、容量が不足することなく持続的な運用が可能かどうか確認。
【運用条件時における運用時間】
 設定した流量条件下・および貯水位条件下での年間ストックヤード運用時間は下図の通りとなる。
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２．湖内堆砂対策の概要

2.2.6 ストックヤード排砂機能の検討

ケース 合計時間 年平均時間
年平均

運用回数

流量条件 100m3/sを超え、100m3/s以下になるまで

水位条件
当該出水で貯水位が805m以上になると見込ま
れる

流量条件 100m3/sを超え、100m3/s以下になるまで

水位条件
当該出水で貯水位が807m以上になると見込ま
れる

運用条件

1,459h 38h
①容量再編後
の運用

②容量再編前
（現行）の運
用

2.2回

0.8回669h 18h
②再開発前
（現行）の運用

①再開発後
の容量

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項



 検討の結果、再開発後の貯水位運用では、設定した条件下でストックヤード内土砂を継続的に排砂できるこ
とを確認（下図①）。

 貯水位運用が現状のままの場合は、運用機会が減少し、ストックヤード内土砂を継続的に排砂できない結果
（下図②）。
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２．湖内堆砂対策の概要

運用可能

洪水期前のS.Y.内土砂量（Ｖ1＋Ｖ2） 洪水期後のS.Y.内土砂量（Ｖ1）

洪水期前のS.Y.内土砂量（Ｖ1＋Ｖ2） 洪水期後のS.Y.内土砂量（Ｖ1）

2.2.6 ストックヤード排砂機能の検討
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2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項
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２．湖内堆砂対策の概要

• 河道においては、分合流による水質の希釈混合計算を実施。
• 美和ダム、高遠ダムについては、湛水容量があり、これと混合しながら流下するため、濁度が緩やかに変化。ここでは簡易的

に、貯水池に流入後、ただちに貯水池内全体の水質と完全混合すると仮定した計算を実施（⊿t10分）。

SS：濁度、Q：流量、V：貯水容量

美和ダム～高遠ダム下流までの濁度計算
地点模式図

①計算方法

2.2.7 ストックヤード運用時の濁水影響検討

①美和ダム分派堰上流（境界条件）：SSmi（飯島堰堤のQ-SS関係より設定）,Qmi（観測値）
②S.Y.地点（境界条件）：SSSY,QSY
③土砂BP分派地点：Ssmi,Qbpi（土砂バイパス運用ルールに従う）
④土砂BP内（分派＋S.Y.）：SSbp,Qbpo

SSbp＝（SSS.Y.×QS.Y.＋SSmi×Qbp）÷Qbpo ， Qbpo＝Qbpi+QSY
⑤美和ダム分派堰下流：SSmi,Qmi-Qbp-QSY
⑥美和ダム貯水池内：SSvm （初期SSは10mg/Lと想定） 、

：Vm（初期Vは制限水位容量（H25年測量）
SSvm＝（SSvm(t-1)×Vm（t-1）+（Qmi-Qbp-QSY）×3600×SSmi）÷

（Vm（t-1）+（Qmi-Qbp-QSY）×3600）
⑦美和ダム下流地点：SSmo（＝SSvm）,Qmo（洪水調節操作に従う）
⑧土砂バイパス合流点：SSmobp,Qmobp

SSmobp＝（SSmo×Qmo＋SSbp×（Qbp＋QSY））÷Qmobp，Qmobp＝Qmo+Qbpo
⑨山室川（境界条件）：SSY（大明神橋のQ-SS関係より設定）

：Qy（美和ダム放流量と高遠ダム流入量の差分）
⑩高遠ダム流入地点：SSti,Qti

SSti＝（SSmobp×（Qmo+Qbp+QSY）+SSY×Qy）÷Qti，Qti＝Qmobp+Qy
⑪高遠ダム貯水池内：SSvt （初期SSは10mg/Lと想定）,Vt（初期Vは、有効貯水容量50万m3）

SSvt＝（SSvt(t-1)×Vt（t-1）+Qti×3600×SSti）÷（Vt（t-1）+Qti×3600）
Vt＝Vt（t-1)+ Qti×3600-Qto×3600

⑫高遠ダム下流地点：SSto（＝SSvt）,Qto＝Qti-発電取水量(19m3/s)-灌漑取水量(9.97m3/s)
⑬藤沢川（境界条件）：SSf（弁財天橋のQ-SS関係より設定）,Qf（ダム流入量の比流量換算）
⑭藤沢川合流後地点：SStof,Qtof

SStof＝（SSto×Qto+SSf×Qf）÷Qtof ， Qtof＝Qto+Qf
(t-1)は1ステップ前のデータを示す。

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項



• 下流河川への影響を抑制するため、既往文献資料や他事例等のデータを活用しつつ設定。
• 目標設定は、「最大値」「継続2時間」「継続48時間」の3段階に分けて設定。

指標① ： 最大値 25,000㎎/L
指標② ： 濃度継続16,000㎎/L×2時間
指標③ ： 濃度継続 4,000㎎/L×48時間
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２．湖内堆砂対策の概要

②下流濁度の目標値

2.2.7 ストックヤード運用時の濁水影響検討

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項
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排砂が最も早いケース

排砂が最も遅いケース

項 目
土砂排出時間

遅い場合
備 考

侵食速度 法肩侵食：94.8m/h
表層侵食：0.04m/h

模型実験結果
法肩侵食時、表層侵食時はそ
れぞれ侵食速度は一定

土砂濃度
ストックヤード排水
SS

法肩侵食：50,000㎎/L
表層侵食：1,619㎎/L

ストックヤード運用時
間

法肩侵食：4.0h（2.0h×2レーン）
表層侵食：69.2h（34.6h×2レーン）
ただし流入量100㎥/s以上の場合のみ

ストックヤード導水量 40m3/s

• ストックヤード運用時の下流濃度の影響について評価するため、土砂収支から設定したストックヤード運用条件（土砂排砂時
間が最も遅い場合）において、濁度予測を実施。

• 土砂30,000 m3のうち、72％が法肩侵食、28％が表層侵食で排出されるものとする。（高さにすると法肩侵食2.88m、表層侵食
1.12m）

• ゲートは片側ずつ解放するものとし（法肩侵食⇒法肩侵食⇒表層侵食⇒表層侵食）となる運用を想定する。
• ストックヤード運用期間は、流入量が100 m3 /sを超え、100 m3 /s以下になるまでとする。
• 侵食速度は最も遅い場合（SS濃度が低くなる場合）とする。

②計算条件

19

①基本事項

２．湖内堆砂対策の概要

③ストックヤード運用条件での濁水予測

2.2.7 ストックヤード運用時の濁水影響検討

① 法肩侵食による排砂（2.0h）

② 表層侵食による排砂（34.6h）

最大36.6ｈ

【ストックヤード運用時間】

本検討ケース

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項
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最大値 （目標値：25,000㎎/L）

• ストックヤード運用条件において濁度予測を実施。
⇒ストックヤード運用時（法肩侵食時）の下流SS最大値は、25,000㎎/L を下回る。ただし、流入量が小さい平成23年9月では、SYなしの場合の最

大濁度を上回ることとなる。（ストックヤード運用が原因で新たに、SSが25,000㎎/Lを超えることはない）
⇒藤沢川合流後のSSが16,000㎎/Lを超える継続時間について、ストックヤード運用が原因で新たに2時間を超えることはない。

また、同様に4,000㎎/Lを超える継続時間についても、ストックヤード運用が原因で新たに48時間を超えることはない。
（藤沢川合流後で、ストックヤード運用による増加時間は、16,000㎎/Lでは最大0.7時間 平均0.0時間、4,000㎎/Lでは最大12.5時間 平均4.8時間）

土砂BP内SS（土砂BP+ストックヤード 土砂BP合流点SS 高遠ダムSS 藤沢川合流地点SS

代表洪水時のSSハイドログラフ （昭和57年8月）

２．湖内堆砂対策の概要

③ストックヤード運用条件での濁水予測

各洪水のストックヤード運用期間中（法肩侵食時）のピーク濁度 （ストックヤード排水SS 法肩侵食：50,000mg/L、表層侵食1,619㎎/L）

目標濁度
25,000mg/Lを下回る

S.Y.運用に
よる最大変化

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項

2.2.7 ストックヤード運用時の濁水影響検討

美和ダムピーク流量 1,210㎥/s
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土砂BP内SS（土砂BP+ストックヤード 土砂BP合流点SS 高遠ダムSS 藤沢川合流地点SS

代表洪水時のSSハイドログラフ （平成58年9月）

２．湖内堆砂対策の概要

2.2.7 ストックヤード運用時の濁水影響検討

③ストックヤード運用条件での濁水予測

土砂BP内SS（土砂BP+ストックヤード 土砂BP合流点SS 高遠ダムSS 藤沢川合流地点SS

代表洪水時のSSハイドログラフ （平成23年9月）

美和ダムピーク流量 659㎥/s

美和ダムピーク流量 317㎥/s

S.Y.運用に
よる最大変化

S.Y.運用に
よる最大変化

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項
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下流SSが16,000㎎/Lを超える継続時間

２．湖内堆砂対策の概要

③ストックヤード運用条件での濁水予測

藤沢川合流後 平均0.0時間

赤字 ・・・S.Y.が無い状態でも2.0時間を超過する洪水

・・・2.0時間を超える洪水赤字

SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし
1 S57年6月3日 5.8 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 49 H7年7月4日 19.2 4.0 0.0 1.5 0.0 0.0 0.0 4.0 1.5 0.0
2 S57年8月1日 73.3 11.3 10.5 10.5 10.5 9.8 9.8 0.8 0.0 0.0 50 H7年9月17日 4.2 3.8 0.0 0.7 0.0 0.0 0.0 3.8 0.7 0.0
3 S57年9月11日 64.3 9.5 9.0 9.2 9.2 8.7 8.5 0.5 0.0 0.2 51 H8年3月30日 4.7 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0
4 S58年4月16日 54.7 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 52 H8年6月25日 4.0 4.0 0.0 1.5 0.0 0.0 0.0 4.0 1.5 0.0
5 S58年5月7日 10.2 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 53 H9年4月5日 9.5 4.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 4.0 0.3 0.0
6 S58年5月16日 41.8 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 54 H9年5月8日 8.8 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 0.0 0.0
7 S58年6月21日 11.8 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 55 H9年6月20日 4.8 3.7 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 3.7 0.2 0.0
8 S58年7月15日 20.8 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 56 H9年7月10日 43.7 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 0.0 0.0
9 S58年7月19日 14.2 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 57 H10年3月20日 3.8 3.2 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 3.2 0.2 0.0

10 S58年8月16日 50.5 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 58 H10年4月2日 5.3 1.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.7 0.0 0.0
11 S58年9月27日 57.0 8.0 6.5 7.0 6.8 6.3 6.2 1.5 0.2 0.2 59 H10年4月13日 56.5 4.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.0 4.0 1.7 0.0
12 S59年6月26日 21.8 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 60 H10年5月13日 5.0 4.0 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 4.0 1.0 0.0
13 S60年3月27日 4.5 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 61 H10年6月21日 28.7 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0
14 S60年5月25日 0.7 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0 62 H10年9月16日 11.5 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0
15 S60年6月24日 73.3 2.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.8 0.0 0.0 63 H10年9月22日 7.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0
16 S60年7月11日 39.0 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0 64 H11年5月27日 9.0 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0
17 S61年4月28日 1.3 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 65 H11年6月27日 64.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0
18 S61年7月13日 37.7 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 66 H11年8月14日 9.8 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0
19 S62年5月14日 5.3 4.0 0.0 0.7 0.0 0.0 0.0 4.0 0.7 0.0 67 H12年6月9日 2.2 2.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.2 0.0 0.0
20 S62年5月23日 6.8 4.0 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 4.0 1.0 0.0 68 H12年6月24日 1.3 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0
21 S62年6月9日 2.8 2.8 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 2.8 0.3 0.0 69 H12年9月12日 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
22 S63年6月3日 36.7 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0 70 H13年8月21日 0.2 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0
23 S63年7月28日 2.2 2.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.2 0.0 0.0 71 H13年9月10日 43.5 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0
24 S63年9月25日 28.2 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 0.0 0.0 72 H14年10月1日 5.8 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0
25 H1年1月20日 11.8 3.7 0.0 1.2 0.0 0.0 0.0 3.7 1.2 0.0 73 H15年4月25日 16.5 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0
26 H1年2月17日 6.5 2.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.7 0.0 0.0 74 H15年5月8日 7.2 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0
27 H1年2月25日 8.5 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 75 H15年8月9日 7.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0
28 H1年3月4日 3.2 3.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.2 0.0 0.0 76 H15年8月14日 28.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
29 H1年6月23日 29.2 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 77 H16年5月16日 13.2 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0
30 H1年7月9日 21.2 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0 78 H16年5月20日 8.3 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0
31 H1年9月2日 30.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 79 H16年10月9日 19.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
32 H1年9月19日 4.8 2.2 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 2.2 0.3 0.0 80 H16年10月20日 10.5 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0
33 H2年5月5日 4.5 4.0 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 4.0 1.3 0.0 81 H18年5月20日 10.3 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5 0.0 0.0
34 H2年8月10日 16.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 82 H18年7月17日 65.3 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0
35 H2年11月30日 5.7 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 83 H19年3月25日 1.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0
36 H3年3月23日 2.3 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5 0.0 0.0 84 H19年5月25日 2.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0
37 H3年4月18日 0.8 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0 85 H19年7月14日 20.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0
38 H3年8月31日 9.8 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0 86 H19年9月6日 27.5 5.2 3.8 4.5 3.8 4.0 3.3 1.3 0.7 0.7
39 H3年9月14日 3.3 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 0.0 0.0 87 H20年5月25日 0.7 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0
40 H3年9月19日 15.8 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 88 H20年6月22日 3.8 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.0 0.0
41 H3年10月1日 8.7 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 89 H20年6月29日 8.8 3.8 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 3.8 0.2 0.0
42 H3年10月11日 8.7 4.0 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 4.0 1.0 0.0 90 H21年10月8日 12.0 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0
43 H5年5月14日 1.8 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.0 0.0 91 H22年3月25日 11.7 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0
44 H5年6月29日 35.8 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 92 H22年4月2日 8.2 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 0.0 0.0
45 H5年8月16日 8.7 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 0.0 0.0 93 H22年6月19日 9.8 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0
46 H5年9月14日 6.3 4.0 0.0 0.8 0.0 0.0 0.0 4.0 0.8 0.0 94 H22年7月12日 47.0 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5 0.0 0.0
47 H6年9月30日 6.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 95 H23年5月10日 22.7 2.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.2 0.0 0.0
48 H7年4月23日 6.2 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 0.0 0.0 96 H23年5月29日 13.5 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0

1.4 0.1 0.0増加時間平均

藤沢川合
流後

藤沢川合
流後

高遠ダム流入点 高遠ダム貯水池内 藤沢川合流後 高遠ダム
流入点

高遠ダム
貯水池内

運用時間
(hr)

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ運用期間内のSS16,000mg/L以上の継続時間(hr) 増加時間(hr)増加時間(hr)
No 洪水名

高遠ダム
流入点

高遠ダム
貯水池内

No
高遠ダム流入点

洪水名
運用時間

(hr)

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ運用期間内のSS16,000mg/L以上の継続時間(hr)

高遠ダム貯水池内 藤沢川合流後

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項

2.2.7 ストックヤード運用時の濁水影響検討
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下流SSが4,000㎎/Lを超える継続時間

２．湖内堆砂対策の概要

③ストックヤード運用条件での濁水予測

・・・S.Y.が無い状態でも48時間を超過する洪水

藤沢川合流後平均4.8時間

SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし
1 S57年6月3日 5.8 4.0 0.0 5.7 0.0 5.2 0.0 4.0 5.7 5.2 49 H7年7月4日 19.2 4.0 0.0 6.2 0.0 5.7 0.0 4.0 6.2 5.7
2 S57年8月1日 73.3 133.8 132.0 133.7 131.5 133.5 131.5 1.8 2.2 2.0 50 H7年9月17日 4.2 4.0 0.0 6.3 0.0 5.7 0.0 4.0 6.3 5.7
3 S57年9月11日 64.3 132.3 128.2 132.3 127.7 48.0 39.0 4.2 4.7 9.0 51 H8年3月30日 4.7 4.0 0.0 6.3 0.0 5.3 0.0 4.0 6.3 5.3
4 S58年4月16日 54.7 9.5 1.2 10.5 0.0 6.5 0.0 8.3 10.5 6.5 52 H8年6月25日 4.0 4.0 0.0 6.3 0.0 5.7 0.0 4.0 6.3 5.7
5 S58年5月7日 10.2 4.0 0.0 5.5 0.0 5.0 0.0 4.0 5.5 5.0 53 H9年4月5日 9.5 4.0 0.0 6.2 0.0 5.5 0.0 4.0 6.2 5.5
6 S58年5月16日 41.8 21.2 16.5 23.7 16.0 21.2 14.5 4.7 7.7 6.7 54 H9年5月8日 8.8 4.0 0.0 6.3 0.0 5.5 0.0 4.0 6.3 5.5
7 S58年6月21日 11.8 6.0 4.7 6.3 4.0 5.8 3.2 1.3 2.3 2.7 55 H9年6月20日 4.8 4.0 0.0 5.3 0.0 4.7 0.0 4.0 5.3 4.7
8 S58年7月15日 20.8 4.0 0.0 5.7 0.0 5.2 0.0 4.0 5.7 5.2 56 H9年7月10日 43.7 8.8 3.2 8.2 3.3 6.7 1.7 5.7 4.8 5.0
9 S58年7月19日 14.2 4.0 0.0 5.5 0.0 5.0 0.0 4.0 5.5 5.0 57 H10年3月20日 3.8 3.8 0.0 5.8 0.0 5.2 0.0 3.8 5.8 5.2

10 S58年8月16日 50.5 17.3 14.0 18.5 14.5 16.5 13.3 3.3 4.0 3.2 58 H10年4月2日 5.3 4.0 0.0 6.0 0.0 5.5 0.0 4.0 6.0 5.5
11 S58年9月27日 57.0 72.5 55.7 74.7 56.3 39.2 30.2 16.8 18.3 9.0 59 H10年4月13日 56.5 25.3 15.5 30.0 15.0 18.8 6.3 9.8 15.0 12.5
12 S59年6月26日 21.8 4.0 0.0 5.3 0.0 4.8 0.0 4.0 5.3 4.8 60 H10年5月13日 5.0 4.0 0.0 6.3 0.0 5.7 0.0 4.0 6.3 5.7
13 S60年3月27日 4.5 4.0 0.0 5.8 0.0 5.3 0.0 4.0 5.8 5.3 61 H10年6月21日 28.7 5.5 0.0 6.8 0.0 5.2 0.0 5.5 6.8 5.2
14 S60年5月25日 0.7 0.7 0.0 1.5 0.0 1.0 0.0 0.7 1.5 1.0 62 H10年9月16日 11.5 7.0 5.2 7.0 5.2 6.3 4.5 1.8 1.8 1.8
15 S60年6月24日 73.3 30.5 25.8 32.3 25.8 29.7 23.8 4.7 6.5 5.8 63 H10年9月22日 7.0 4.0 0.0 5.5 0.0 5.0 0.0 4.0 5.5 5.0
16 S60年7月11日 39.0 4.0 0.0 5.5 0.0 5.0 0.0 4.0 5.5 5.0 64 H11年5月27日 9.0 4.3 1.7 6.2 0.7 5.5 0.0 2.7 5.5 5.5
17 S61年4月28日 1.3 1.3 0.0 2.8 0.0 2.2 0.0 1.3 2.8 2.2 65 H11年6月27日 64.0 15.0 11.0 15.3 11.3 14.0 10.3 4.0 4.0 3.7
18 S61年7月13日 37.7 4.0 0.0 5.5 0.0 5.0 0.0 4.0 5.5 5.0 66 H11年8月14日 9.8 4.0 0.0 5.5 0.0 5.0 0.0 4.0 5.5 5.0
19 S62年5月14日 5.3 4.0 0.0 6.2 0.0 5.5 0.0 4.0 6.2 5.5 67 H12年6月9日 2.2 2.2 0.0 4.5 0.0 3.7 0.0 2.2 4.5 3.7
20 S62年5月23日 6.8 4.0 0.0 6.0 0.0 5.5 0.0 4.0 6.0 5.5 68 H12年6月24日 1.3 1.3 0.0 2.7 0.0 2.2 0.0 1.3 2.7 2.2
21 S62年6月9日 2.8 2.8 0.0 5.3 0.0 4.5 0.0 2.8 5.3 4.5 69 H12年9月12日 6.3 4.0 0.0 5.5 0.0 5.0 0.0 4.0 5.5 5.0
22 S63年6月3日 36.7 12.3 3.7 12.5 2.7 6.5 0.5 8.7 9.8 6.0 70 H13年8月21日 0.2 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0
23 S63年7月28日 2.2 2.2 0.0 4.3 0.0 3.7 0.0 2.2 4.3 3.7 71 H13年9月10日 43.5 31.3 28.3 32.0 28.8 28.2 26.3 3.0 3.2 1.8
24 S63年9月25日 28.2 14.2 8.3 15.3 9.3 14.0 8.2 5.8 6.0 5.8 72 H14年10月1日 5.8 4.0 0.0 5.8 0.0 5.2 0.0 4.0 5.8 5.2
25 H1年1月20日 11.8 4.0 0.0 6.3 0.0 5.5 0.0 4.0 6.3 5.5 73 H15年4月25日 16.5 4.0 0.0 5.5 0.0 5.0 0.0 4.0 5.5 5.0
26 H1年2月17日 6.5 4.0 0.0 6.0 0.0 5.3 0.0 4.0 6.0 5.3 74 H15年5月8日 7.2 4.0 0.0 5.3 0.0 4.8 0.0 4.0 5.3 4.8
27 H1年2月25日 8.5 4.0 0.0 5.7 0.0 5.2 0.0 4.0 5.7 5.2 75 H15年8月9日 7.0 4.0 0.0 5.5 0.0 5.0 0.0 4.0 5.5 5.0
28 H1年3月4日 3.2 3.2 0.0 6.0 0.0 5.2 0.0 3.2 6.0 5.2 76 H15年8月14日 28.2 4.0 0.0 5.0 0.0 4.7 0.0 4.0 5.0 4.7
29 H1年6月23日 29.2 4.0 0.0 6.0 0.0 5.5 0.0 4.0 6.0 5.5 77 H16年5月16日 13.2 4.0 0.0 5.2 0.0 4.7 0.0 4.0 5.2 4.7
30 H1年7月9日 21.2 4.0 0.0 6.7 0.0 5.8 0.0 4.0 6.7 5.8 78 H16年5月20日 8.3 4.0 0.0 5.2 0.0 4.8 0.0 4.0 5.2 4.8
31 H1年9月2日 30.0 8.8 5.3 9.2 5.3 8.0 4.5 3.5 3.8 3.5 79 H16年10月9日 19.3 4.0 0.0 5.5 0.0 5.0 0.0 4.0 5.5 5.0
32 H1年9月19日 4.8 4.0 0.0 6.3 0.0 5.5 0.0 4.0 6.3 5.5 80 H16年10月20日 10.5 4.0 0.0 5.3 0.0 4.8 0.0 4.0 5.3 4.8
33 H2年5月5日 4.5 4.0 0.0 6.3 0.0 5.7 0.0 4.0 6.3 5.7 81 H18年5月20日 10.3 4.3 0.5 6.2 0.0 5.5 0.0 3.8 6.2 5.5
34 H2年8月10日 16.0 8.0 3.5 9.2 2.5 6.0 0.8 4.5 6.7 5.2 82 H18年7月17日 65.3 22.8 16.2 24.7 16.3 22.0 15.3 6.7 8.3 6.7
35 H2年11月30日 5.7 4.0 0.0 5.7 0.0 5.2 0.0 4.0 5.7 5.2 83 H19年3月25日 1.0 1.0 0.0 2.5 0.0 1.7 0.0 1.0 2.5 1.7
36 H3年3月23日 2.3 2.3 0.0 4.0 0.0 3.5 0.0 2.3 4.0 3.5 84 H19年5月25日 2.0 2.0 0.0 4.0 0.0 3.3 0.0 2.0 4.0 3.3
37 H3年4月18日 0.8 0.8 0.0 2.0 0.0 1.5 0.0 0.8 2.0 1.5 85 H19年7月14日 20.0 4.0 0.0 5.7 0.0 5.2 0.0 4.0 5.7 5.2
38 H3年8月31日 9.8 4.5 2.2 5.8 1.8 5.3 1.2 2.3 4.0 4.2 86 H19年9月6日 27.5 29.5 27.2 27.2 23.8 20.3 17.3 2.3 3.3 3.0
39 H3年9月14日 3.3 3.3 0.0 5.3 0.0 4.7 0.0 3.3 5.3 4.7 87 H20年5月25日 0.7 0.7 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 0.7 1.8 1.3
40 H3年9月19日 15.8 6.7 4.5 7.2 4.5 6.5 4.2 2.2 2.7 2.3 88 H20年6月22日 3.8 3.8 0.0 5.7 0.0 5.2 0.0 3.8 5.7 5.2
41 H3年10月1日 8.7 4.0 0.0 5.7 0.0 5.2 0.0 4.0 5.7 5.2 89 H20年6月29日 8.8 4.0 0.0 6.3 0.0 5.7 0.0 4.0 6.3 5.7
42 H3年10月11日 8.7 4.0 0.0 6.2 0.0 5.5 0.0 4.0 6.2 5.5 90 H21年10月8日 12.0 7.2 4.5 7.8 4.3 7.0 3.3 2.7 3.5 3.7
43 H5年5月14日 1.8 1.8 0.0 3.8 0.0 3.2 0.0 1.8 3.8 3.2 91 H22年3月25日 11.7 4.0 0.0 5.8 0.0 5.3 0.0 4.0 5.8 5.3
44 H5年6月29日 35.8 7.5 2.8 8.0 2.8 7.0 1.3 4.7 5.2 5.7 92 H22年4月2日 8.2 4.0 0.0 5.8 0.0 5.3 0.0 4.0 5.8 5.3
45 H5年8月16日 8.7 4.0 0.0 5.7 0.0 5.2 0.0 4.0 5.7 5.2 93 H22年6月19日 9.8 4.0 0.0 5.8 0.0 5.3 0.0 4.0 5.8 5.3
46 H5年9月14日 6.3 4.0 0.0 6.2 0.0 5.5 0.0 4.0 6.2 5.5 94 H22年7月12日 47.0 20.5 13.5 21.2 14.0 15.2 8.7 7.0 7.2 6.5
47 H6年9月30日 6.0 4.0 1.2 6.2 0.0 5.5 0.0 2.8 6.2 5.5 95 H23年5月10日 22.7 13.5 9.3 14.0 9.2 13.5 8.7 4.2 4.8 4.8
48 H7年4月23日 6.2 4.0 0.0 6.0 0.0 5.3 0.0 4.0 6.0 5.3 96 H23年5月29日 13.5 4.0 0.0 5.3 0.0 4.8 0.0 4.0 5.3 4.8

3.9 5.4 4.8増加時間平均

No 洪水名
運用時間

(hr)

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ運用期間内のSS4,000mg/L以上の継続時間(hr) 増加時間(hr)

高遠ダム流入点 高遠ダム貯水池内 藤沢川合流後 高遠ダム
流入点

高遠ダム
貯水池内

藤沢川合
流後

No 洪水名
運用時間

(hr)

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ運用期間内のSS4,000mg/L以上の継続時間(hr) 増加時間(hr)

高遠ダム流入点 高遠ダム貯水池内 藤沢川合流後 高遠ダム
流入点

高遠ダム
貯水池内

藤沢川合
流後

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項

2.2.7 ストックヤード運用時の濁水影響検討



• ストックヤード運用条件で、下流SSが目標値（最大25,000㎎/L）を下回ることを確認できたため、土砂排出時間が最も早い条
件でストックヤードを運用した場合の濁水予測を実施。

• 土砂30,000 m3のうち、72％が法肩侵食、28％が表層侵食で排出されるものとする。（高さにすると法肩侵食2.88m、表層侵食
1.12m）

• ゲートは片側ずつ解放するものとし（法肩侵食⇒法肩侵食⇒表層侵食⇒表層侵食）となる運用を想定する。
• ストックヤード運用期間は、流入量が100 m3 /sを超え、100 m3 /s以下になるまでとする。
• 侵食速度は最も早い場合（SS濃度が高くなる場合）とする。

項 目
土砂排出時間

早い場合
備 考

侵食速度 法肩侵食：378.3m/h
表層侵食：0.2m/h

模型実験結果
法肩侵食時、表層侵食時はそ
れぞれ侵食速度は一定

土砂濃度
ストックヤード排水SS

法肩侵食：200,000㎎/L
表層侵食：7,950㎎/L

ストックヤード運用時
間

法肩侵食：1.0h（0.5h×2レーン）
表層侵食：13.8h（6.9h×2レーン）
ただし流入量100㎥/s以上の場合のみ

ストックヤード導水量 40m3/s

②計算条件

24

①基本事項

２．湖内堆砂対策の概要

④土砂排出時間が最も早い場合の濁水予測

2.2.7 ストックヤード運用時の濁水影響検討

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

0 5 10 15 20 25

ス
ト

ッ
ク

ヤ
ー

ド
土

砂
厚

（ｍ
）

運用開始からの経過時間（h）

排砂が最も遅いケース

排砂が最も早いケース

① 法肩侵食による排砂（0.5h）

② 表層侵食による排砂（6.9h）
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【ストックヤード運用時間】

本検討ケース

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項
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最大値 （目標値：25,000㎎/L）

土砂BP内SS（土砂BP+ストックヤード 土砂BP合流点SS 高遠ダムSS 藤沢川合流地点SS

各洪水のストックヤード運用期間中（法肩侵食時）のピーク濁度 （ストックヤード排水SS 法肩侵食：200,000mg/L、表層侵食7,950㎎/L）

代表洪水時のSSハイドログラフ （昭和57年8月）

２．湖内堆砂対策の概要

④土砂排出時間が最も早い場合の濁水予測

• 排砂時間が最も早い場合について濁度予測を実施。
⇒ストックヤード運用時の下流SS最大値は、25,000㎎/L を超過する。
⇒藤沢川合流後のSSが16,000㎎/Lを超える継続時間について、ストックヤード運用が原因で新たに2時間を超えることはない。

また、同様に4,000㎎/Lを超える継続時間について、ストックヤード運用が原因で新たにが48時間を超えることはない。
（藤沢川合流後で、ストックヤード運用による増加時間は、16,000㎎/Lでは最大1.7時間 平均1.3時間、4,000㎎/Lでは最大15.8時間 平均5.7時間）
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よる最大変化

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項

2.2.7ストックヤード運用時の濁水影響検討

美和ダムピーク流量 1,210㎥/s
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土砂BP内SS（土砂BP+ストックヤード 土砂BP合流点SS 高遠ダムSS 藤沢川合流地点SS

代表洪水時のSSハイドログラフ （昭和58年9月）

２．湖内堆砂対策の概要

2.2.7 ストックヤード運用時の濁水影響検討

土砂BP内SS（土砂BP+ストックヤード 土砂BP合流点SS 高遠ダムSS 藤沢川合流地点SS

代表洪水時のSSハイドログラフ （平成23年9月）

美和ダムピーク流量 659㎥/s

美和ダムピーク流量 317㎥/s

④土砂排出時間が最も早い場合の濁水予測

S.Y.運用に
よる最大変化

S.Y.運用に
よる最大変化

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項
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下流SSが16,000㎎/Lを超える継続時間

２．湖内堆砂対策の概要

④土砂排出時間が最も早い場合の濁水予測

藤沢川合流後 平均1.3時間

赤字 ・・・S.Y.が無い状態でも2.0時間を超過する洪水

・・・2.0時間を超える洪水赤字

SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし
1 S57年6月3日 5.8 1.0 0.0 1.7 0.0 1.3 0.0 1.0 1.7 1.3 49 H7年7月4日 14.8 1.0 0.0 2.2 0.0 1.5 0.0 1.0 2.2 1.5
2 S57年8月1日 14.8 11.8 10.5 12.2 10.5 11.2 9.8 1.3 1.7 1.3 50 H7年9月17日 4.2 1.0 0.0 2.2 0.0 1.5 0.0 1.0 2.2 1.5
3 S57年9月11日 14.8 10.2 9.2 10.7 9.0 9.7 8.5 1.0 1.7 1.2 51 H8年3月30日 4.7 1.0 0.0 1.5 0.0 1.2 0.0 1.0 1.5 1.2
4 S58年4月16日 14.8 1.0 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.0 1.7 1.2 52 H8年6月25日 4.0 1.0 0.0 2.2 0.0 1.7 0.0 1.0 2.2 1.7
5 S58年5月7日 10.2 1.0 0.0 1.5 0.0 1.2 0.0 1.0 1.5 1.2 53 H9年4月5日 9.5 1.0 0.0 2.0 0.0 1.5 0.0 1.0 2.0 1.5
6 S58年5月16日 14.8 1.0 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.0 1.7 1.2 54 H9年5月8日 8.8 1.0 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.0 1.8 1.3
7 S58年6月21日 11.8 1.0 0.0 1.2 0.0 1.0 0.0 1.0 1.2 1.0 55 H9年6月20日 4.8 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0
8 S58年7月15日 14.8 1.0 0.0 1.7 0.0 1.3 0.0 1.0 1.7 1.3 56 H9年7月10日 14.8 1.0 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.0 1.8 1.3
9 S58年7月19日 14.2 1.0 0.0 1.7 0.0 1.3 0.0 1.0 1.7 1.3 57 H10年3月20日 3.8 1.0 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.0 1.8 1.3

10 S58年8月16日 14.8 1.0 0.0 1.5 0.0 1.2 0.0 1.0 1.5 1.2 58 H10年4月2日 5.3 1.0 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.0 1.8 1.3
11 S58年9月27日 14.8 7.7 6.7 8.5 6.7 7.5 6.2 1.0 1.8 1.3 59 H10年4月13日 14.8 1.0 0.0 2.2 0.0 1.7 0.0 1.0 2.2 1.7
12 S59年6月26日 14.8 1.0 0.0 0.7 0.0 0.5 0.0 1.0 0.7 0.5 60 H10年5月13日 5.0 1.0 0.0 2.0 0.0 1.5 0.0 1.0 2.0 1.5
13 S60年3月27日 4.5 1.0 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.0 1.8 1.3 61 H10年6月21日 14.8 1.0 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.0 1.8 1.3
14 S60年5月25日 0.7 0.7 0.0 1.2 0.0 0.7 0.0 0.7 1.2 0.7 62 H10年9月16日 11.5 1.0 0.0 0.3 0.0 0.2 0.0 1.0 0.3 0.2
15 S60年6月24日 14.8 1.0 0.0 2.0 0.0 1.5 0.0 1.0 2.0 1.5 63 H10年9月22日 7.0 1.0 0.0 1.7 0.0 1.3 0.0 1.0 1.7 1.3
16 S60年7月11日 14.8 1.0 0.0 1.7 0.0 1.3 0.0 1.0 1.7 1.3 64 H11年5月27日 9.0 1.0 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.0 1.7 1.2
17 S61年4月28日 1.3 1.0 0.0 2.0 0.0 1.5 0.0 1.0 2.0 1.5 65 H11年6月27日 14.8 1.0 0.0 1.5 0.0 1.2 0.0 1.0 1.5 1.2
18 S61年7月13日 14.8 1.0 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.0 1.7 1.2 66 H11年8月14日 9.8 1.0 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.0 1.7 1.2
19 S62年5月14日 5.3 1.0 0.0 2.0 0.0 1.5 0.0 1.0 2.0 1.5 67 H12年6月9日 2.2 1.0 0.0 2.2 0.0 1.7 0.0 1.0 2.2 1.7
20 S62年5月23日 6.8 1.0 0.0 2.0 0.0 1.5 0.0 1.0 2.0 1.5 68 H12年6月24日 1.3 1.0 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.0 1.8 1.3
21 S62年6月9日 2.8 1.0 0.0 2.2 0.0 1.5 0.0 1.0 2.2 1.5 69 H12年9月12日 6.3 1.0 0.0 1.3 0.0 1.2 0.0 1.0 1.3 1.2
22 S63年6月3日 14.8 1.0 0.0 1.7 0.0 1.3 0.0 1.0 1.7 1.3 70 H13年8月21日 0.2 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0
23 S63年7月28日 2.2 1.0 0.0 2.2 0.0 1.5 0.0 1.0 2.2 1.5 71 H13年9月10日 14.8 1.0 0.0 1.2 0.0 1.0 0.0 1.0 1.2 1.0
24 S63年9月25日 14.8 1.0 0.0 2.0 0.0 1.5 0.0 1.0 2.0 1.5 72 H14年10月1日 5.8 1.0 0.0 1.3 0.0 1.2 0.0 1.0 1.3 1.2
25 H1年1月20日 11.8 1.0 0.0 2.0 0.0 1.5 0.0 1.0 2.0 1.5 73 H15年4月25日 14.8 1.0 0.0 1.7 0.0 1.3 0.0 1.0 1.7 1.3
26 H1年2月17日 6.5 1.0 0.0 2.0 0.0 1.5 0.0 1.0 2.0 1.5 74 H15年5月8日 7.2 1.0 0.0 1.7 0.0 1.3 0.0 1.0 1.7 1.3
27 H1年2月25日 8.5 1.0 0.0 1.5 0.0 1.2 0.0 1.0 1.5 1.2 75 H15年8月9日 7.0 1.0 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.0 1.8 1.3
28 H1年3月4日 3.2 1.0 0.0 2.0 0.0 1.0 0.0 1.0 2.0 1.0 76 H15年8月14日 14.8 1.0 0.0 1.3 0.0 1.2 0.0 1.0 1.3 1.2
29 H1年6月23日 14.8 1.0 0.0 2.0 0.0 1.5 0.0 1.0 2.0 1.5 77 H16年5月16日 13.2 1.0 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.0 1.7 1.2
30 H1年7月9日 14.8 1.0 0.0 1.5 0.0 1.2 0.0 1.0 1.5 1.2 78 H16年5月20日 8.3 1.0 0.0 1.7 0.0 1.3 0.0 1.0 1.7 1.3
31 H1年9月2日 14.8 1.0 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.0 1.7 1.2 79 H16年10月9日 14.8 1.0 0.0 1.3 0.0 1.2 0.0 1.0 1.3 1.2
32 H1年9月19日 4.8 1.0 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.0 1.8 1.3 80 H16年10月20日 10.5 1.0 0.0 1.5 0.0 1.2 0.0 1.0 1.5 1.2
33 H2年5月5日 4.5 1.0 0.0 2.2 0.0 1.5 0.0 1.0 2.2 1.5 81 H18年5月20日 10.3 1.0 0.0 2.0 0.0 1.5 0.0 1.0 2.0 1.5
34 H2年8月10日 14.8 1.0 0.0 1.5 0.0 1.2 0.0 1.0 1.5 1.2 82 H18年7月17日 14.8 1.0 0.0 1.7 0.0 1.3 0.0 1.0 1.7 1.3
35 H2年11月30日 5.7 1.0 0.0 1.7 0.0 1.3 0.0 1.0 1.7 1.3 83 H19年3月25日 1.0 1.0 0.0 2.2 0.0 1.5 0.0 1.0 2.2 1.5
36 H3年3月23日 2.3 1.0 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.0 1.8 1.3 84 H19年5月25日 2.0 1.0 0.0 2.2 0.0 1.5 0.0 1.0 2.2 1.5
37 H3年4月18日 0.8 0.8 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 0.8 1.7 1.2 85 H19年7月14日 14.8 1.0 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.0 1.8 1.3
38 H3年8月31日 9.8 1.0 0.0 1.7 0.0 1.3 0.0 1.0 1.7 1.3 86 H19年9月6日 14.8 5.2 3.8 5.8 3.8 4.8 3.3 1.3 2.0 1.5
39 H3年9月14日 3.3 1.0 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.0 1.8 1.3 87 H20年5月25日 0.7 0.7 0.0 1.3 0.0 0.8 0.0 0.7 1.3 0.8
40 H3年9月19日 14.8 1.0 0.0 1.2 0.0 1.0 0.0 1.0 1.2 1.0 88 H20年6月22日 3.8 1.0 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.0 1.8 1.3
41 H3年10月1日 8.7 1.0 0.0 1.7 0.0 1.3 0.0 1.0 1.7 1.3 89 H20年6月29日 8.8 1.0 0.0 2.0 0.0 1.5 0.0 1.0 2.0 1.5
42 H3年10月11日 8.7 1.0 0.0 2.2 0.0 1.5 0.0 1.0 2.2 1.5 90 H21年10月8日 12.0 1.0 0.0 1.7 0.0 1.3 0.0 1.0 1.7 1.3
43 H5年5月14日 1.8 1.0 0.0 2.0 0.0 1.5 0.0 1.0 2.0 1.5 91 H22年3月25日 11.7 1.0 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.0 1.8 1.3
44 H5年6月29日 14.8 1.0 0.0 1.5 0.0 1.2 0.0 1.0 1.5 1.2 92 H22年4月2日 8.2 1.0 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.0 1.8 1.3
45 H5年8月16日 8.7 1.0 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.0 1.8 1.3 93 H22年6月19日 9.8 1.0 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.0 1.8 1.3
46 H5年9月14日 6.3 1.0 0.0 2.0 0.0 1.5 0.0 1.0 2.0 1.5 94 H22年7月12日 14.8 1.0 0.0 1.8 0.0 1.5 0.0 1.0 1.8 1.5
47 H6年9月30日 6.0 1.0 0.0 1.5 0.0 1.2 0.0 1.0 1.5 1.2 95 H23年5月10日 14.8 1.0 0.0 2.0 0.0 1.3 0.0 1.0 2.0 1.3
48 H7年4月23日 6.2 1.0 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.0 1.8 1.3 96 H23年5月29日 13.5 1.0 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.0 1.8 1.3

1.0 1.7 1.3増加時間平均

藤沢川合
流後

藤沢川合
流後

高遠ダム流入点 高遠ダム貯水池内 藤沢川合流後 高遠ダム
流入点

高遠ダム
貯水池内

運用時間
(hr)

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ運用期間内のSS4,000mg/L以上の継続時間(hr) 増加時間(hr)増加時間(hr)
No 洪水名

高遠ダム
流入点

高遠ダム
貯水池内

No
高遠ダム流入点

洪水名
運用時間

(hr)

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ運用期間内のSS4,000mg/L以上の継続時間(hr)

高遠ダム貯水池内 藤沢川合流後

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項

2.2.7 ストックヤード運用時の濁水影響検討
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下流SSが4,000㎎/Lを超える継続時間

２．湖内堆砂対策の概要

・・・S.Y.が無い状態でも48時間を超過する洪水

④土砂排出時間が最も早い場合の濁水予測

藤沢川合流後 平均5.7時間

SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし
1 S57年6月3日 5.8 1.0 0.0 5.8 0.0 4.5 0.0 1.0 5.8 4.5 49 H7年7月4日 14.8 14.8 0.0 15.0 0.0 6.2 0.0 14.8 15.0 6.2
2 S57年8月1日 14.8 133.5 132.0 133.8 131.5 133.8 131.5 1.5 2.3 2.3 50 H7年9月17日 4.2 3.8 0.0 5.2 0.0 4.7 0.0 3.8 5.2 4.7
3 S57年9月11日 14.8 132.5 128.2 132.5 127.7 46.8 41.8 4.3 4.8 5.0 51 H8年3月30日 4.7 4.7 0.0 5.0 0.0 4.7 0.0 4.7 5.0 4.7
4 S58年4月16日 14.8 14.7 1.2 15.0 0.0 14.8 0.0 13.5 15.0 14.8 52 H8年6月25日 4.0 4.0 0.0 5.0 0.0 4.7 0.0 4.0 5.0 4.7
5 S58年5月7日 10.2 6.3 0.0 7.8 0.0 5.5 0.0 6.3 7.8 5.5 53 H9年4月5日 9.5 9.5 0.0 9.5 0.0 5.7 0.0 9.5 9.5 5.7
6 S58年5月16日 14.8 23.2 16.5 24.0 16.0 23.3 14.5 6.7 8.0 8.8 54 H9年5月8日 8.8 8.8 0.0 9.0 0.0 5.8 0.0 8.8 9.0 5.8
7 S58年6月21日 11.8 8.8 4.7 9.8 4.0 7.0 3.2 4.2 5.8 3.8 55 H9年6月20日 4.8 4.8 0.0 5.0 0.0 3.2 0.0 4.8 5.0 3.2
8 S58年7月15日 14.8 13.0 0.0 14.8 0.0 8.5 0.0 13.0 14.8 8.5 56 H9年7月10日 14.8 14.8 3.2 15.3 3.3 14.8 1.7 11.7 12.0 13.2
9 S58年7月19日 14.2 6.5 0.0 8.5 0.0 4.8 0.0 6.5 8.5 4.8 57 H10年3月20日 3.8 1.0 0.0 4.7 0.0 4.3 0.0 1.0 4.7 4.3

10 S58年8月16日 14.8 21.0 14.0 22.7 14.5 18.3 13.3 7.0 8.2 5.0 58 H10年4月2日 5.3 5.3 0.0 5.7 0.0 5.2 0.0 5.3 5.7 5.2
11 S58年9月27日 14.8 76.5 73.0 81.3 73.3 37.5 30.5 3.5 8.0 7.0 59 H10年4月13日 14.8 24.7 15.5 26.2 15.0 22.2 6.3 9.2 11.2 15.8
12 S59年6月26日 14.8 14.2 0.0 14.8 0.0 8.3 0.0 14.2 14.8 8.3 60 H10年5月13日 5.0 5.0 0.0 5.5 0.0 5.2 0.0 5.0 5.5 5.2
13 S60年3月27日 4.5 1.0 0.0 4.8 0.0 4.5 0.0 1.0 4.8 4.5 61 H10年6月21日 14.8 14.5 0.0 15.0 0.0 12.8 0.0 14.5 15.0 12.8
14 S60年5月25日 0.7 0.7 0.0 3.5 0.0 3.2 0.0 0.7 3.5 3.2 62 H10年9月16日 11.5 11.5 5.2 11.7 5.2 9.3 4.5 6.3 6.5 4.8
15 S60年6月24日 14.8 32.7 25.8 37.5 25.8 30.5 23.8 6.8 11.7 6.7 63 H10年9月22日 7.0 1.0 0.0 5.3 0.0 4.3 0.0 1.0 5.3 4.3
16 S60年7月11日 14.8 7.3 0.0 9.2 0.0 4.8 0.0 7.3 9.2 4.8 64 H11年5月27日 9.0 9.0 1.7 9.2 0.7 6.7 0.0 7.3 8.5 6.7
17 S61年4月28日 1.3 1.0 0.0 4.5 0.0 4.0 0.0 1.0 4.5 4.0 65 H11年6月27日 14.8 18.5 11.0 20.5 11.3 15.5 10.3 7.5 9.2 5.2
18 S61年7月13日 14.8 8.2 0.0 9.5 0.0 5.8 0.0 8.2 9.5 5.8 66 H11年8月14日 9.8 5.5 0.0 6.7 0.0 5.0 0.0 5.5 6.7 5.0
19 S62年5月14日 5.3 5.3 0.0 5.7 0.0 5.3 0.0 5.3 5.7 5.3 67 H12年6月9日 2.2 2.2 0.0 5.2 0.0 4.5 0.0 2.2 5.2 4.5
20 S62年5月23日 6.8 3.3 0.0 6.8 0.0 5.3 0.0 3.3 6.8 5.3 68 H12年6月24日 1.3 1.0 0.0 4.3 0.0 3.8 0.0 1.0 4.3 3.8
21 S62年6月9日 2.8 2.8 0.0 4.8 0.0 4.3 0.0 2.8 4.8 4.3 69 H12年9月12日 6.3 3.3 0.0 6.0 0.0 4.3 0.0 3.3 6.0 4.3
22 S63年6月3日 14.8 15.0 3.7 15.2 2.7 14.8 0.5 11.3 12.5 14.3 70 H13年8月21日 0.2 0.2 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 0.2 1.7 1.2
23 S63年7月28日 2.2 2.2 0.0 4.8 0.0 4.3 0.0 2.2 4.8 4.3 71 H13年9月10日 14.8 29.3 28.3 30.5 28.8 28.0 26.3 1.0 1.7 1.7
24 S63年9月25日 14.8 13.7 8.3 15.7 9.3 15.3 8.2 5.3 6.3 7.2 72 H14年10月1日 5.8 5.8 0.0 6.0 0.0 4.7 0.0 5.8 6.0 4.7
25 H1年1月20日 11.8 11.8 0.0 12.0 0.0 7.7 0.0 11.8 12.0 7.7 73 H15年4月25日 14.8 8.7 0.0 10.3 0.0 5.0 0.0 8.7 10.3 5.0
26 H1年2月17日 6.5 2.3 0.0 6.3 0.0 5.2 0.0 2.3 6.3 5.2 74 H15年5月8日 7.2 2.2 0.0 4.7 0.0 4.0 0.0 2.2 4.7 4.0
27 H1年2月25日 8.5 6.7 0.0 7.7 0.0 5.3 0.0 6.7 7.7 5.3 75 H15年8月9日 7.0 4.7 0.0 7.0 0.0 4.8 0.0 4.7 7.0 4.8
28 H1年3月4日 3.2 1.0 0.0 5.5 0.0 5.2 0.0 1.0 5.5 5.2 76 H15年8月14日 14.8 4.8 0.0 7.3 0.0 4.8 0.0 4.8 7.3 4.8
29 H1年6月23日 14.8 11.3 0.0 15.0 0.0 7.7 0.0 11.3 15.0 7.7 77 H16年5月16日 13.2 1.0 0.0 4.5 0.0 3.8 0.0 1.0 4.5 3.8
30 H1年7月9日 14.8 3.5 0.0 3.8 0.0 3.7 0.0 3.5 3.8 3.7 78 H16年5月20日 8.3 1.0 0.0 4.5 0.0 4.0 0.0 1.0 4.5 4.0
31 H1年9月2日 14.8 14.8 5.3 15.2 5.3 14.8 4.5 9.5 9.8 10.3 79 H16年10月9日 14.8 1.0 0.0 4.2 0.0 3.8 0.0 1.0 4.2 3.8
32 H1年9月19日 4.8 4.8 0.0 5.3 0.0 4.8 0.0 4.8 5.3 4.8 80 H16年10月20日 10.5 5.3 0.0 6.2 0.0 5.0 0.0 5.3 6.2 5.0
33 H2年5月5日 4.5 4.5 0.0 5.3 0.0 5.0 0.0 4.5 5.3 5.0 81 H18年5月20日 10.3 10.3 0.5 10.5 0.0 6.8 0.0 9.8 10.5 6.8
34 H2年8月10日 14.8 14.8 3.5 14.8 2.5 11.8 0.8 11.3 12.3 11.0 82 H18年7月17日 14.8 26.5 16.2 28.7 16.3 27.8 15.3 10.3 12.3 12.5
35 H2年11月30日 5.7 2.7 0.0 5.7 0.0 4.7 0.0 2.7 5.7 4.7 83 H19年3月25日 1.0 1.0 0.0 5.2 0.0 4.5 0.0 1.0 5.2 4.5
36 H3年3月23日 2.3 1.0 0.0 4.2 0.0 3.8 0.0 1.0 4.2 3.8 84 H19年5月25日 2.0 2.0 0.0 4.7 0.0 4.2 0.0 2.0 4.7 4.2
37 H3年4月18日 0.8 0.8 0.0 4.3 0.0 3.8 0.0 0.8 4.3 3.8 85 H19年7月14日 14.8 1.0 0.0 6.2 0.0 4.5 0.0 1.0 6.2 4.5
38 H3年8月31日 9.8 7.0 2.2 8.2 1.8 6.5 1.2 4.8 6.3 5.3 86 H19年9月6日 14.8 28.5 27.2 25.8 23.8 19.3 17.3 1.3 2.0 2.0
39 H3年9月14日 3.3 1.0 0.0 4.3 0.0 4.0 0.0 1.0 4.3 4.0 87 H20年5月25日 0.7 0.7 0.0 4.3 0.0 3.7 0.0 0.7 4.3 3.7
40 H3年9月19日 14.8 12.7 4.5 13.5 4.5 9.0 4.2 8.2 9.0 4.8 88 H20年6月22日 3.8 1.0 0.0 4.5 0.0 4.2 0.0 1.0 4.5 4.2
41 H3年10月1日 8.7 1.2 0.0 6.8 0.0 4.5 0.0 1.2 6.8 4.5 89 H20年6月29日 8.8 8.8 0.0 9.0 0.0 6.0 0.0 8.8 9.0 6.0
42 H3年10月11日 8.7 8.7 0.0 8.7 0.0 5.7 0.0 8.7 8.7 5.7 90 H21年10月8日 12.0 12.0 4.5 12.2 4.3 9.7 3.3 7.5 7.8 6.3
43 H5年5月14日 1.8 1.8 0.0 4.7 0.0 4.2 0.0 1.8 4.7 4.2 91 H22年3月25日 11.7 1.0 0.0 6.3 0.0 4.8 0.0 1.0 6.3 4.8
44 H5年6月29日 14.8 11.0 2.8 12.2 2.8 10.0 1.3 8.2 9.3 8.7 92 H22年4月2日 8.2 6.7 0.0 7.2 0.0 5.3 0.0 6.7 7.2 5.3
45 H5年8月16日 8.7 1.7 0.0 6.0 0.0 4.5 0.0 1.7 6.0 4.5 93 H22年6月19日 9.8 5.7 0.0 7.3 0.0 5.3 0.0 5.7 7.3 5.3
46 H5年9月14日 6.3 6.3 0.0 6.5 0.0 5.5 0.0 6.3 6.5 5.5 94 H22年7月12日 14.8 19.5 13.5 20.7 14.0 19.2 8.7 6.0 6.7 10.5
47 H6年9月30日 6.0 6.0 1.2 6.3 0.0 5.3 0.0 4.8 6.3 5.3 95 H23年5月10日 14.8 14.8 9.3 15.0 9.2 14.8 8.7 5.5 5.8 6.2
48 H7年4月23日 6.2 6.2 0.0 6.3 0.0 5.3 0.0 6.2 6.3 5.3 96 H23年5月29日 13.5 2.3 0.0 5.2 0.0 4.2 0.0 2.3 5.2 4.2

5.2 7.1 5.7増加時間平均

No 洪水名
運用時間

(hr)

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ運用期間内のSS4,000mg/L以上の継続時間(hr) 増加時間(hr)

高遠ダム流入点 高遠ダム貯水池内 藤沢川合流後 高遠ダム
流入点

高遠ダム
貯水池内

藤沢川合
流後

No 洪水名
運用時間

(hr)

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ運用期間内のSS4,000mg/L以上の継続時間(hr) 増加時間(hr)

高遠ダム流入点 高遠ダム貯水池内 藤沢川合流後 高遠ダム
流入点

高遠ダム
貯水池内

藤沢川合
流後

2.2.7 ストックヤード運用時の濁水影響検討

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項



• トライアル計算により、法肩侵食時のストックヤード排出SSが最大116,500㎎/Lの場合、ストックヤード運用時（法肩侵食時）
下流SSが目標値（最大25,000㎎/L）を下回ることを確認できたため、この条件で一連運用（法肩侵食⇒表層侵食）の濁度予
測を実施。

• 土砂30,000 m3のうち、72％が法肩侵食、28％が表層侵食で排出されるものとする。（高さにすると法肩侵食2.88m、表層侵食
1.12m）

• ゲートは片側ずつ解放するものとし（法肩侵食⇒法肩侵食⇒表層侵食⇒表層侵食）となる運用を想定する。
• ストックヤード運用期間は、流入量100 m3 /sを超え、100 m3 /s以下になるまでとする。
• 法肩侵食速度は濁度目標値（最大25,000㎎/L）を満足する値とし、表層浸食速度は最も早い場合において設定する。（より厳

しい条件）

項 目
濁度目標（25,000㎎/L)を満足する

運用条件
備 考

侵食速度 法肩侵食：266m/h
表層侵食：0.2m/h

模型実験結果
法肩侵食時、表層侵食時はそれぞれ侵食速度は
一定

土砂濃度
ストックヤード排水SS

法肩侵食：116,500㎎/L
表層侵食：7,950㎎/L

ストックヤード運用時間 法肩侵食：1.7h（0.82h×2レーン）
表層侵食：13.8h（6.9h×2レーン）
ただし流入量100㎥/s以上の場合のみ

ストックヤード導水量 40m3/s

②計算条件

29

①基本事項

２．湖内堆砂対策の概要

⑤濁度目標値（最大25,000㎎/L）を満足する運用における濁水予測

2.2.7 ストックヤード運用時の濁水影響検討

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項
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最大値 （目標値：25,000㎎/L）

• 濁度目標値を満足する運用において濁度予測を実施。
⇒ストックヤード運用時（法肩侵食時）の下流SS最大値は、25,000㎎/L を下回る。

（ストックヤード運用が原因で新たに、SSが25,000㎎/Lを超えることはない）
⇒藤沢川合流後のSSが16,000㎎/Lを超える継続時間について、ストックヤード運用が原因で新たに2時間を超えることはない。

また同様に、4,000㎎/Lを超える継続時間について、ストックヤード運用が原因で新たにが48時間を超えることはない。
（藤沢川合流後で、ストックヤード運用による増加時間は、16,000㎎/Lでは最大1.7時間 平均1.2時間、4,000㎎/Lでは最大16.5時間 平均6.0時間）

土砂BP内SS（土砂BP+ストックヤード 土砂BP合流点SS 高遠ダムSS 藤沢川合流地点SS

各洪水のストックヤード運用期間中（法肩侵食時）のピーク濁度 （ストックヤード排水SS 法肩侵食：116,500mg/L、表層侵食7,950㎎/L）

代表洪水時のSSハイドログラフ （昭和57年8月）

２．湖内堆砂対策の概要

⑤濁度目標値（最大25,000㎎/L）を満足する運用における濁水予測

目標濁度
25,000mg/Lを下回る

S.Y.運用に
よる最大変化

2.2.7 ストックヤード運用時の濁水影響検討

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項

美和ダムピーク流量 1,210㎥/s
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土砂BP内SS（土砂BP+ストックヤード 土砂BP合流点SS 高遠ダムSS 藤沢川合流地点SS

代表洪水時のSSハイドログラフ （平成58年9月）

２．湖内堆砂対策の概要

2.2.7 ストックヤード運用時の濁水影響検討

土砂BP内SS（土砂BP+ストックヤード 土砂BP合流点SS 高遠ダムSS 藤沢川合流地点SS

代表洪水時のSSハイドログラフ （平成23年9月）

美和ダムピーク流量 659㎥/s

美和ダムピーク流量 317㎥/s

⑤濁度目標値（最大25,000㎎/L）を満足する運用における濁水予測

S.Y.運用に
よる最大変化

S.Y.運用に
よる最大変化

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項
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下流SSが16,000㎎/Lを超える継続時間

２．湖内堆砂対策の概要

⑤濁度目標値（最大25,000㎎/L）を満足する運用における濁水予測

藤沢川合流後 平均1.2時間

赤字 ・・・S.Y.が無い状態でも2.0時間を超過する洪水

・・・2.0時間を超える洪水赤字

SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし
1 S57年6月3日 5.8 1.8 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.8 1.8 1.3 49 H7年7月4日 15.7 1.8 0.0 2.3 0.0 1.5 0.0 1.8 2.3 1.5
2 S57年8月1日 15.7 12.7 10.5 12.5 10.5 11.2 9.8 2.2 2.0 1.3 50 H7年9月17日 4.2 1.8 0.0 2.2 0.0 1.5 0.0 1.8 2.2 1.5
3 S57年9月11日 15.7 11.0 9.2 10.8 9.0 9.7 8.5 1.8 1.8 1.2 51 H8年3月30日 4.7 1.8 0.0 1.8 0.0 1.2 0.0 1.8 1.8 1.2
4 S58年4月16日 15.7 1.8 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.8 1.7 1.2 52 H8年6月25日 4.0 1.8 0.0 2.3 0.0 1.7 0.0 1.8 2.3 1.7
5 S58年5月7日 10.2 1.8 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.8 1.7 1.2 53 H9年4月5日 9.5 1.8 0.0 2.2 0.0 1.5 0.0 1.8 2.2 1.5
6 S58年5月16日 15.7 1.8 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.8 1.7 1.2 54 H9年5月8日 8.8 1.8 0.0 2.0 0.0 1.3 0.0 1.8 2.0 1.3
7 S58年6月21日 11.8 1.8 0.0 1.3 0.0 0.7 0.0 1.8 1.3 0.7 55 H9年6月20日 4.8 1.8 0.0 0.8 0.0 0.2 0.0 1.8 0.8 0.2
8 S58年7月15日 15.7 1.8 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.8 1.8 1.3 56 H9年7月10日 15.7 1.8 0.0 2.0 0.0 1.3 0.0 1.8 2.0 1.3
9 S58年7月19日 14.2 1.8 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.8 1.8 1.3 57 H10年3月20日 3.8 1.8 0.0 2.2 0.0 1.5 0.0 1.8 2.2 1.5

10 S58年8月16日 15.7 1.8 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.8 1.7 1.2 58 H10年4月2日 5.3 1.8 0.0 2.0 0.0 1.3 0.0 1.8 2.0 1.3
11 S58年9月27日 15.7 8.5 6.7 8.7 6.7 7.7 6.2 1.8 2.0 1.5 59 H10年4月13日 15.7 1.8 0.0 2.5 0.0 1.7 0.0 1.8 2.5 1.7
12 S59年6月26日 15.7 1.8 0.0 1.2 0.0 0.5 0.0 1.8 1.2 0.5 60 H10年5月13日 5.0 1.8 0.0 2.2 0.0 1.5 0.0 1.8 2.2 1.5
13 S60年3月27日 4.5 1.8 0.0 2.0 0.0 1.5 0.0 1.8 2.0 1.5 61 H10年6月21日 15.7 1.8 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.8 1.8 1.3
14 S60年5月25日 0.7 0.7 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.7 0.2 0.0 62 H10年9月16日 11.5 1.8 0.0 0.8 0.0 0.3 0.0 1.8 0.8 0.3
15 S60年6月24日 15.7 1.8 0.0 2.2 0.0 1.5 0.0 1.8 2.2 1.5 63 H10年9月22日 7.0 1.8 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.8 1.8 1.3
16 S60年7月11日 15.7 1.8 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.8 1.8 1.3 64 H11年5月27日 9.0 1.8 0.0 1.8 0.0 1.2 0.0 1.8 1.8 1.2
17 S61年4月28日 1.3 1.3 0.0 1.5 0.0 0.8 0.0 1.3 1.5 0.8 65 H11年6月27日 15.7 1.8 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.8 1.7 1.2
18 S61年7月13日 15.7 1.8 0.0 1.8 0.0 1.2 0.0 1.8 1.8 1.2 66 H11年8月14日 9.8 1.8 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.8 1.8 1.3
19 S62年5月14日 5.3 1.8 0.0 2.2 0.0 1.5 0.0 1.8 2.2 1.5 67 H12年6月9日 2.2 1.8 0.0 2.3 0.0 1.7 0.0 1.8 2.3 1.7
20 S62年5月23日 6.8 1.8 0.0 2.2 0.0 1.5 0.0 1.8 2.2 1.5 68 H12年6月24日 1.3 1.3 0.0 1.3 0.0 0.8 0.0 1.3 1.3 0.8
21 S62年6月9日 2.8 1.8 0.0 2.3 0.0 1.5 0.0 1.8 2.3 1.5 69 H12年9月12日 6.3 1.8 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.8 1.7 1.2
22 S63年6月3日 15.7 1.8 0.0 1.8 0.0 1.2 0.0 1.8 1.8 1.2 70 H13年8月21日 0.2 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0
23 S63年7月28日 2.2 1.8 0.0 2.3 0.0 1.7 0.0 1.8 2.3 1.7 71 H13年9月10日 15.7 1.8 0.0 1.5 0.0 0.8 0.0 1.8 1.5 0.8
24 S63年9月25日 15.7 1.8 0.0 2.2 0.0 1.5 0.0 1.8 2.2 1.5 72 H14年10月1日 5.8 1.8 0.0 1.5 0.0 1.2 0.0 1.8 1.5 1.2
25 H1年1月20日 11.8 1.8 0.0 2.3 0.0 1.5 0.0 1.8 2.3 1.5 73 H15年4月25日 15.7 1.8 0.0 1.8 0.0 1.2 0.0 1.8 1.8 1.2
26 H1年2月17日 6.5 1.8 0.0 2.2 0.0 1.5 0.0 1.8 2.2 1.5 74 H15年5月8日 7.2 1.8 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.8 1.7 1.2
27 H1年2月25日 8.5 1.8 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.8 1.7 1.2 75 H15年8月9日 7.0 1.8 0.0 2.0 0.0 1.3 0.0 1.8 2.0 1.3
28 H1年3月4日 3.2 1.8 0.0 1.7 0.0 0.8 0.0 1.8 1.7 0.8 76 H15年8月14日 15.7 1.8 0.0 1.5 0.0 1.2 0.0 1.8 1.5 1.2
29 H1年6月23日 15.7 1.8 0.0 2.2 0.0 1.5 0.0 1.8 2.2 1.5 77 H16年5月16日 13.2 1.8 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.8 1.7 1.2
30 H1年7月9日 15.7 1.8 0.0 1.7 0.0 1.3 0.0 1.8 1.7 1.3 78 H16年5月20日 8.3 1.8 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.8 1.8 1.3
31 H1年9月2日 15.7 1.8 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.8 1.7 1.2 79 H16年10月9日 15.7 1.8 0.0 1.7 0.0 1.3 0.0 1.8 1.7 1.3
32 H1年9月19日 4.8 1.8 0.0 2.0 0.0 1.3 0.0 1.8 2.0 1.3 80 H16年10月20日 10.5 1.8 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.8 1.7 1.2
33 H2年5月5日 4.5 1.8 0.0 2.3 0.0 1.7 0.0 1.8 2.3 1.7 81 H18年5月20日 10.3 1.8 0.0 2.0 0.0 1.3 0.0 1.8 2.0 1.3
34 H2年8月10日 15.7 1.8 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.8 1.7 1.2 82 H18年7月17日 15.7 1.8 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.8 1.7 1.2
35 H2年11月30日 5.7 1.8 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.8 1.8 1.3 83 H19年3月25日 1.0 1.0 0.0 1.0 0.0 0.2 0.0 1.0 1.0 0.2
36 H3年3月23日 2.3 1.8 0.0 2.2 0.0 1.5 0.0 1.8 2.2 1.5 84 H19年5月25日 2.0 1.8 0.0 2.3 0.0 1.5 0.0 1.8 2.3 1.5
37 H3年4月18日 0.8 0.8 0.0 0.7 0.0 0.0 0.0 0.8 0.7 0.0 85 H19年7月14日 15.7 1.8 0.0 2.0 0.0 1.3 0.0 1.8 2.0 1.3
38 H3年8月31日 9.8 1.8 0.0 1.8 0.0 1.2 0.0 1.8 1.8 1.2 86 H19年9月6日 15.7 6.0 3.8 6.0 3.8 4.8 3.3 2.2 2.2 1.5
39 H3年9月14日 3.3 1.8 0.0 2.0 0.0 1.3 0.0 1.8 2.0 1.3 87 H20年5月25日 0.7 0.7 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.7 0.2 0.0
40 H3年9月19日 15.7 1.8 0.0 1.2 0.0 0.8 0.0 1.8 1.2 0.8 88 H20年6月22日 3.8 1.8 0.0 2.0 0.0 1.5 0.0 1.8 2.0 1.5
41 H3年10月1日 8.7 1.8 0.0 2.0 0.0 1.3 0.0 1.8 2.0 1.3 89 H20年6月29日 8.8 1.8 0.0 2.2 0.0 1.5 0.0 1.8 2.2 1.5
42 H3年10月11日 8.7 1.8 0.0 2.3 0.0 1.5 0.0 1.8 2.3 1.5 90 H21年10月8日 12.0 1.8 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.8 1.8 1.3
43 H5年5月14日 1.8 1.8 0.0 2.3 0.0 1.5 0.0 1.8 2.3 1.5 91 H22年3月25日 11.7 1.8 0.0 2.0 0.0 1.5 0.0 1.8 2.0 1.5
44 H5年6月29日 15.7 1.8 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.8 1.7 1.2 92 H22年4月2日 8.2 1.8 0.0 2.0 0.0 1.3 0.0 1.8 2.0 1.3
45 H5年8月16日 8.7 1.8 0.0 1.8 0.0 1.3 0.0 1.8 1.8 1.3 93 H22年6月19日 9.8 1.8 0.0 2.0 0.0 1.3 0.0 1.8 2.0 1.3
46 H5年9月14日 6.3 1.8 0.0 2.3 0.0 1.5 0.0 1.8 2.3 1.5 94 H22年7月12日 15.7 1.8 0.0 2.0 0.0 1.3 0.0 1.8 2.0 1.3
47 H6年9月30日 6.0 1.8 0.0 1.7 0.0 1.2 0.0 1.8 1.7 1.2 95 H23年5月10日 15.7 1.8 0.0 2.2 0.0 1.5 0.0 1.8 2.2 1.5
48 H7年4月23日 6.2 1.8 0.0 2.0 0.0 1.3 0.0 1.8 2.0 1.3 96 H23年5月29日 13.5 1.8 0.0 2.0 0.0 1.3 0.0 1.8 2.0 1.3

1.8 1.8 1.2増加時間平均

高遠ダム流入点
洪水名

運用時間
(hr)

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ運用期間内のSS16,000mg/L以上の継続時間(hr)

高遠ダム貯水池内 藤沢川合流後
No

藤沢川合
流後

藤沢川合
流後

高遠ダム流入点 高遠ダム貯水池内 藤沢川合流後 高遠ダム
流入点

高遠ダム
貯水池内

運用時間
(hr)

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ運用期間内のSS16,000mg/L以上の継続時間(hr) 増加時間(hr)増加時間(hr)
No 洪水名

高遠ダム
流入点

高遠ダム
貯水池内

2.2.7 ストックヤード運用時の濁水影響検討

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項
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下流SSが4,000㎎/Lを超える継続時間

２．湖内堆砂対策の概要

・・・S.Y.が無い状態でも48時間を超過する洪水

⑤濁度目標値（最大25,000㎎/L）を満足する運用における濁水予測

藤沢川合流後 平均6.0時間

SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし SYあり SYなし
1 S57年6月3日 5.8 1.8 0.0 5.8 0.0 5.0 0.0 1.8 5.8 5.0 49 H7年7月4日 15.7 15.7 0.0 15.8 0.0 6.7 0.0 15.7 15.8 6.7
2 S57年8月1日 15.7 133.8 132.0 133.8 131.5 133.8 131.5 1.8 2.3 2.3 50 H7年9月17日 4.2 3.8 0.0 5.3 0.0 5.0 0.0 3.8 5.3 5.0
3 S57年9月11日 15.7 132.5 128.2 132.5 127.7 46.8 41.8 4.3 4.8 5.0 51 H8年3月30日 4.7 4.7 0.0 5.3 0.0 4.8 0.0 4.7 5.3 4.8
4 S58年4月16日 15.7 15.7 1.2 15.8 0.0 14.8 0.0 14.5 15.8 14.8 52 H8年6月25日 4.0 4.0 0.0 5.5 0.0 5.0 0.0 4.0 5.5 5.0
5 S58年5月7日 10.2 6.8 0.0 8.0 0.0 5.7 0.0 6.8 8.0 5.7 53 H9年4月5日 9.5 9.5 0.0 9.5 0.0 6.2 0.0 9.5 9.5 6.2
6 S58年5月16日 15.7 23.3 16.5 24.0 16.0 23.3 14.5 6.8 8.0 8.8 54 H9年5月8日 8.8 8.8 0.0 9.0 0.0 6.3 0.0 8.8 9.0 6.3
7 S58年6月21日 11.8 8.8 4.7 9.8 4.0 7.0 3.2 4.2 5.8 3.8 55 H9年6月20日 4.8 4.8 0.0 5.5 0.0 5.0 0.0 4.8 5.5 5.0
8 S58年7月15日 15.7 14.2 0.0 15.7 0.0 9.2 0.0 14.2 15.7 9.2 56 H9年7月10日 15.7 15.7 3.2 16.2 3.3 15.7 1.7 12.5 12.8 14.0
9 S58年7月19日 14.2 7.2 0.0 8.7 0.0 5.2 0.0 7.2 8.7 5.2 57 H10年3月20日 3.8 1.8 0.0 5.0 0.0 4.7 0.0 1.8 5.0 4.7

10 S58年8月16日 15.7 21.3 14.0 22.7 14.5 18.3 13.3 7.3 8.2 5.0 58 H10年4月2日 5.3 5.3 0.0 5.8 0.0 5.3 0.0 5.3 5.8 5.3
11 S58年9月27日 15.7 77.3 73.0 81.3 73.3 38.3 30.5 4.3 8.0 7.8 59 H10年4月13日 15.7 24.8 15.5 26.5 15.0 22.8 6.3 9.3 11.5 16.5
12 S59年6月26日 15.7 14.2 0.0 15.3 0.0 9.8 0.0 14.2 15.3 9.8 60 H10年5月13日 5.0 5.0 0.0 5.8 0.0 5.3 0.0 5.0 5.8 5.3
13 S60年3月27日 4.5 1.8 0.0 5.2 0.0 4.8 0.0 1.8 5.2 4.8 61 H10年6月21日 15.7 15.7 0.0 15.8 0.0 12.8 0.0 15.7 15.8 12.8
14 S60年5月25日 0.7 0.7 0.0 2.8 0.0 2.5 0.0 0.7 2.8 2.5 62 H10年9月16日 11.5 11.5 5.2 11.7 5.2 9.3 4.5 6.3 6.5 4.8
15 S60年6月24日 15.7 34.3 25.8 38.2 25.8 31.0 23.8 8.5 12.3 7.2 63 H10年9月22日 7.0 1.8 0.0 5.8 0.0 4.8 0.0 1.8 5.8 4.8
16 S60年7月11日 15.7 8.2 0.0 9.2 0.0 5.3 0.0 8.2 9.2 5.3 64 H11年5月27日 9.0 9.0 1.7 9.2 0.7 6.7 0.0 7.3 8.5 6.7
17 S61年4月28日 1.3 1.3 0.0 4.3 0.0 3.8 0.0 1.3 4.3 3.8 65 H11年6月27日 15.7 19.2 11.0 20.5 11.3 15.5 10.3 8.2 9.2 5.2
18 S61年7月13日 15.7 8.7 0.0 9.5 0.0 5.8 0.0 8.7 9.5 5.8 66 H11年8月14日 9.8 5.5 0.0 6.7 0.0 5.2 0.0 5.5 6.7 5.2
19 S62年5月14日 5.3 5.3 0.0 5.8 0.0 5.5 0.0 5.3 5.8 5.5 67 H12年6月9日 2.2 2.2 0.0 5.8 0.0 5.0 0.0 2.2 5.8 5.0
20 S62年5月23日 6.8 3.3 0.0 6.8 0.0 5.8 0.0 3.3 6.8 5.8 68 H12年6月24日 1.3 1.3 0.0 4.2 0.0 3.7 0.0 1.3 4.2 3.7
21 S62年6月9日 2.8 2.8 0.0 5.5 0.0 4.8 0.0 2.8 5.5 4.8 69 H12年9月12日 6.3 4.2 0.0 6.3 0.0 4.8 0.0 4.2 6.3 4.8
22 S63年6月3日 15.7 15.8 3.7 16.2 2.7 15.7 0.5 12.2 13.5 15.2 70 H13年8月21日 0.2 0.2 0.0 0.8 0.0 0.3 0.0 0.2 0.8 0.3
23 S63年7月28日 2.2 2.2 0.0 5.5 0.0 5.0 0.0 2.2 5.5 5.0 71 H13年9月10日 15.7 29.3 28.3 30.5 28.8 28.0 26.3 1.0 1.7 1.7
24 S63年9月25日 15.7 15.3 8.3 16.3 9.3 15.8 8.2 7.0 7.0 7.7 72 H14年10月1日 5.8 5.8 0.0 6.0 0.0 5.0 0.0 5.8 6.0 5.0
25 H1年1月20日 11.8 11.8 0.0 12.0 0.0 7.8 0.0 11.8 12.0 7.8 73 H15年4月25日 15.7 9.3 0.0 10.3 0.0 5.7 0.0 9.3 10.3 5.7
26 H1年2月17日 6.5 3.2 0.0 6.5 0.0 5.7 0.0 3.2 6.5 5.7 74 H15年5月8日 7.2 2.2 0.0 5.2 0.0 4.3 0.0 2.2 5.2 4.3
27 H1年2月25日 8.5 6.7 0.0 7.8 0.0 5.5 0.0 6.7 7.8 5.5 75 H15年8月9日 7.0 4.7 0.0 7.0 0.0 5.2 0.0 4.7 7.0 5.2
28 H1年3月4日 3.2 1.8 0.0 6.2 0.0 5.8 0.0 1.8 6.2 5.8 76 H15年8月14日 15.7 6.3 0.0 8.7 0.0 5.3 0.0 6.3 8.7 5.3
29 H1年6月23日 15.7 13.0 0.0 15.8 0.0 8.3 0.0 13.0 15.8 8.3 77 H16年5月16日 13.2 1.8 0.0 5.0 0.0 4.3 0.0 1.8 5.0 4.3
30 H1年7月9日 15.7 5.2 0.0 4.3 0.0 4.0 0.0 5.2 4.3 4.0 78 H16年5月20日 8.3 1.8 0.0 4.8 0.0 4.3 0.0 1.8 4.8 4.3
31 H1年9月2日 15.7 15.7 5.3 16.0 5.3 15.7 4.5 10.3 10.7 11.2 79 H16年10月9日 15.7 1.8 0.0 4.5 0.0 4.2 0.0 1.8 4.5 4.2
32 H1年9月19日 4.8 4.8 0.0 5.7 0.0 5.2 0.0 4.8 5.7 5.2 80 H16年10月20日 10.5 5.3 0.0 6.3 0.0 5.2 0.0 5.3 6.3 5.2
33 H2年5月5日 4.5 4.5 0.0 5.7 0.0 5.2 0.0 4.5 5.7 5.2 81 H18年5月20日 10.3 10.3 0.5 10.5 0.0 7.0 0.0 9.8 10.5 7.0
34 H2年8月10日 15.7 15.7 3.5 15.7 2.5 11.8 0.8 12.2 13.2 11.0 82 H18年7月17日 15.7 27.3 16.2 28.7 16.3 27.8 15.3 11.2 12.3 12.5
35 H2年11月30日 5.7 3.5 0.0 5.8 0.0 5.2 0.0 3.5 5.8 5.2 83 H19年3月25日 1.0 1.0 0.0 4.2 0.0 3.5 0.0 1.0 4.2 3.5
36 H3年3月23日 2.3 1.8 0.0 4.7 0.0 4.3 0.0 1.8 4.7 4.3 84 H19年5月25日 2.0 2.0 0.0 5.3 0.0 4.8 0.0 2.0 5.3 4.8
37 H3年4月18日 0.8 0.8 0.0 3.5 0.0 3.0 0.0 0.8 3.5 3.0 85 H19年7月14日 15.7 1.8 0.0 6.5 0.0 5.2 0.0 1.8 6.5 5.2
38 H3年8月31日 9.8 7.0 2.2 8.2 1.8 6.5 1.2 4.8 6.3 5.3 86 H19年9月6日 15.7 28.5 27.2 25.8 23.8 19.3 17.3 1.3 2.0 2.0
39 H3年9月14日 3.3 1.8 0.0 4.8 0.0 4.5 0.0 1.8 4.8 4.5 87 H20年5月25日 0.7 0.7 0.0 3.3 0.0 2.8 0.0 0.7 3.3 2.8
40 H3年9月19日 15.7 13.8 4.5 14.3 4.5 9.0 4.2 9.3 9.8 4.8 88 H20年6月22日 3.8 1.8 0.0 4.8 0.0 4.5 0.0 1.8 4.8 4.5
41 H3年10月1日 8.7 2.0 0.0 7.5 0.0 5.2 0.0 2.0 7.5 5.2 89 H20年6月29日 8.8 8.8 0.0 9.0 0.0 6.5 0.0 8.8 9.0 6.5
42 H3年10月11日 8.7 8.7 0.0 8.7 0.0 6.0 0.0 8.7 8.7 6.0 90 H21年10月8日 12.0 12.0 4.5 12.2 4.3 9.7 3.3 7.5 7.8 6.3
43 H5年5月14日 1.8 1.8 0.0 5.3 0.0 4.8 0.0 1.8 5.3 4.8 91 H22年3月25日 11.7 1.8 0.0 6.8 0.0 5.3 0.0 1.8 6.8 5.3
44 H5年6月29日 15.7 11.0 2.8 12.2 2.8 10.0 1.3 8.2 9.3 8.7 92 H22年4月2日 8.2 6.7 0.0 7.3 0.0 5.7 0.0 6.7 7.3 5.7
45 H5年8月16日 8.7 2.2 0.0 6.0 0.0 5.0 0.0 2.2 6.0 5.0 93 H22年6月19日 9.8 5.7 0.0 7.5 0.0 5.7 0.0 5.7 7.5 5.7
46 H5年9月14日 6.3 6.3 0.0 6.5 0.0 6.0 0.0 6.3 6.5 6.0 94 H22年7月12日 15.7 20.3 13.5 21.3 14.0 19.8 8.7 6.8 7.3 11.2
47 H6年9月30日 6.0 6.0 1.2 6.3 0.0 5.8 0.0 4.8 6.3 5.8 95 H23年5月10日 15.7 15.7 9.3 15.7 9.2 14.8 8.7 6.3 6.5 6.2
48 H7年4月23日 6.2 6.2 0.0 6.5 0.0 5.7 0.0 6.2 6.5 5.7 96 H23年5月29日 13.5 2.3 0.0 5.7 0.0 4.7 0.0 2.3 5.7 4.7

5.6 7.3 6.0増加時間平均

No 洪水名
運用時間

(hr)

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ運用期間内のSS4,000mg/L以上の継続時間(hr) 増加時間(hr)

高遠ダム流入点 高遠ダム貯水池内 藤沢川合流後 高遠ダム
流入点

高遠ダム
貯水池内

藤沢川合
流後

No 洪水名
運用時間

(hr)

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ運用期間内のSS4,000mg/L以上の継続時間(hr) 増加時間(hr)

高遠ダム流入点 高遠ダム貯水池内 藤沢川合流後 高遠ダム
流入点

高遠ダム
貯水池内

藤沢川合
流後

2.2.7 ストックヤード運用時の濁水影響検討

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項
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• 排砂機能の検討では、再編後の貯水位運用における設定した条件下（流入量100m3/s以上で運
用開始、100m3/s以下で運用終了）で、ストックヤード内土砂を継続的に下流に排出できることを
確認した（2.3.3)。

• ただし、ストックヤード内土砂が推定範囲の最も早い速度で排出された場合、下流濁度が基準値
(25,000mg/L)を短時間上回る可能性がある（2.3.4)。

２．湖内堆砂対策の概要

2.2.8 運用上の課題

• 下流濁度を抑制するためには、ストックヤード排砂ゲートからの排砂速度を制御する必要がある
（下図）。

• 試験運用期間において、複数の手法を実運用で試行し、排砂機能・下流濁度への影響双方を満
足できる運用計画を作成していく必要がある。

〔排砂ゲート制御イメージ〕

2.2 湖内堆砂対策施設運用の基本事項



３．既往の環境モニタリング調査の概要

3.1 調査の目的
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 環境モニタリング調査は、土砂バイパス施設がダム下流環境に及ぼす影響把握を目的に実施。

「美和ダム再開発湖内堆砂対策施設検討委員会」は、環境については議論の対象ではなかった。それ以前に実施されていたフォ
ローアップ委員会では土砂バイパス施設に対するモニタリング調査結果を評価している。これは土砂バイパス施設の事後調査で
あるが、湖内堆砂対策施設の事前調査としても位置付けることができる。

H
11

H
12

H
13

H
14

H
15

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

以降

土砂バイパス
施設

モニタリング調査
および定期調査

湖内堆砂
対策施設

フォローアップ委員会

湖内堆砂対策施設検討委員会湖内堆砂対策施設の
事前調査として位置付け

土砂バイパス施設の
事後調査として位置付け

➔土砂バイパス施設運用開始

湖内堆砂対策施設
モニタリング委員会
（本委員会）

環境モニタリング調査の位置づけ

土砂バイパス施設の
事前調査として位置付け



分類 調査項目 調査地点
H
11

H
12

H
13

H
14

H
15

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

物理環境 河床材料 河道 ◇ ◇ ○

水環境 水
質

SS 貯水池・河道 ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

DO 貯水池・河道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

底
質

シルトの
堆積

河道 ● ● ● ○ ○

粒径 貯水池 ○ ○

質 貯水池 ○

DO 貯水池 ○

生物環境 付着藻類 河道 ● ● ● ● ● ○ ○

底生動物 河道 ● ●
□

● ● ● ● ● ●
□

● ●
□

魚
類

魚類相 河道
□

● ● ● ● ● ●
□

● ● △ △ △
□

忌避行動 河道 ○

陸域植生 河道 □ □ □

●：中部地方ダム等管理フォローアップ委員会（H16～H21）へ報告された調査
△：フォローアップ委員会指摘による補足調査
□：河川水辺の国勢調査（天竜川上流河川事務所、美和ダム管理支所）

既往の環境モニタリング調査の項目と時期
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 平成11～27年度で以下の調査を実施。
 フォローアップ委員会で報告された調査の他に、委員会で追加指示された調査、河川水辺の国勢調査等を実施。

３．既往の環境モニタリング調査の概要

3.2 調項目、地点および時期

◇：その他天竜川上流河川事務所の調査
○：その他実施が確認されている調査

➔土砂バイパス施設運用開始



既往の河床材料調査地点
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３．既往の環境モニタリング調査の概要

3.2 調項目、地点および時期

既往の水質（SS）調査地点既往の水質（DO）調査地点既往のシルト堆積調査地点既往の底質（粒径）調査地点既往の底質（質、DO）調査地点既往の付着藻類調査地点既往の底生動物調査地点既往の魚類相調査地点既往の魚類忌避行動調査地点既往の陸域植生調査地点既往の調査地点

7.0k6.4k
6.0k3.1k

0.4k+50

美和発電所放流水

春近発電所放流水

St.C

St.4

St.3

St.2

Pt.1

St.1

Pt.2
Pt.3 Pt.4

Pt.5
Pt.6

Pt.2
Pt.3

St.3（H18年以前）

（H20年以前）

St.2

5.2k左岸
2.6k左岸

2.2 k右岸

0.0～9.0k

凡 例
●河床材料

凡 例
●水質（SS）定期調査
○水質（SS）出水時調査

凡 例
●水質（DO）定期調査
○水質（DO）出水時調査

凡 例
●底質（粒径）

凡 例
●底質（質、DO）

凡 例
●シルト堆積

凡 例
●付着藻類

凡 例
●魚類相

凡 例
●底生動物

凡 例
●魚類忌避行動

凡 例
陸域植生

凡 例
●河床材料
●水質（SS）定期調査
○水質（SS）出水時調査
●水質（DO）定期調査
○水質（DO）出水時調査
●底質（粒径）
●底質（質、DO）
●シルト堆積
●付着藻類
●底生動物
●魚類相
●魚類忌避行動

陸域植生

天女橋 御行馬橋

常磐橋

分派堰
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ポンプ浚渫された土砂は、泥水状態
でストックヤードまでポンプ圧送され、
ヤード内に投入される。

浚渫期間中、ストックヤードに投入された
土砂は、粒径ごとに異なる速度で沈降し、
ヤード底部に堆積する。

うわ水を排水し、次の浚渫土砂受入れポ
ケットを確保する。以降再び① からのサイ

クルを繰り返す。

① ポンプ浚渫→ストックヤード投入（昼間）

② 投入土砂の沈降(夜間)

③ うわ水の排水(夜間)

湖内堆砂対策の概要 （資料‐3の２．に対応）

１） 湖内浚渫土砂のストックヤード投入方法

 移送された土砂は、泥水状態で排砂管を通じてストックヤードに投入。
 多量の流水を同時に投入することとなるため、投入した泥水中の土砂が沈降した後にうわ水を排水し、次の浚

渫土砂用のポケットを確保。
 上記サイクルは、浚渫工程での重要な留意点である。試算結果より4日サイクルでの投入・排出を繰り返す計

画（検証が必要）。

(1)湖内堆砂対策施設運用の基本事項



 洪水期の運用は、「洪水待機中」と「洪水時操作」に区分。

41

最大4m

1.0m

循環水を供給した場合、余剰水は

切り欠き部より排出

浚渫土砂

浚渫土砂

切り欠き部①

①

循環水の供給

①－①断面

※浚渫土砂が乾燥し、固化すると排砂

機能に支障が出ることから、常時水

を浸した状態で管理する。

浚渫土砂 浚渫土砂

湖内堆砂対策の概要 （資料‐3の２．に対応）

２)ストックヤード土砂投入後の対応

【洪水待機中】
 洪水待機中は、所定の条件を満たす出水が発生するまで、ストックヤードを下図の状態で維持する。
 当該年度に出水がなければ、内部の土砂は１年以上残置されることも想定。

(1)湖内堆砂対策施設運用の基本事項
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計算条件
計算のスタートは時刻流量データのあるS49年以降
当該年度浚渫土砂（P9に示す土量）をSYに投入
上記に対し、次年度で運用開始条件（P17）を満たす出水継続時間

にSY内土砂を排出
 SY内土砂の排出時間は、推定値の幅の中で最も大きい時間を想

定（排砂時間を要する）し、隔壁片側満砂時で法肩侵食2.0時間・
表層侵食は34.6時間で完了すると設定

湖内堆砂対策の概要 （資料‐3の２．に対応）

 設定した条件下による運用において、「ストックヤードに投入する土砂量」を確実に投入する運用（前年に残っ
た土砂とあわせて3万m3以下となる）が可能かどうか試算。

3)ストックヤード排砂機能の検討

※計算期間は時刻流量データが整備されている昭和49年以降とする。

計算フロー

① 各年でS.Y.に投入される浚渫土砂量の整理（1次元河床変
動計算による予測）

② 年間運用時間の整理

③ ①・②の結果から、各年のS.Y.から排出される土砂量を算
出する（右図）。

・中図：「洪水後のS.Y.内土砂量（V1m3）」
・下図： 「洪水期前のS.Y.内土砂量(V1+V2m3)」

④ 「洪水期前のS.Y.内土砂量(右図V1+V2)」がS.Y.容量
30,000m3を超えることなく運用できるかどうかを確認する。

<N年度非洪水期>
・Ｎ年度洪水期に堆積した
土砂を浚渫し、ストック
ヤードに投入

・Ｎ+1年度洪水期まで投入
した状態で維持する

・N+1年度洪水期の流況に
応じて内部土砂を排出

・洪水期後に土砂が残る
(V1m3)ことも想定される。

・N+1年度洪水期に堆積し
た土砂を浚渫(V2m3)し、ス
トックヤードに投入

<N+1年度 洪水期終了後>

<N+2年度 非洪水期>

<N年度 非洪水期～N+1年度洪水期前>

以降繰り返し

Ｖ1m3

Ｖ2m3

Ｖ1m3

前提条件：浚渫土量V2の上限値は30,000m3とする

(1)湖内堆砂対策施設運用の基本事項
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既往の環境モニタリング調査の概要 （資料‐3の３．に対応）

(1)調査結果

モニタリング調査結果の概要
調査項目 調査目的 調査結果

河床材料 災害調査及び土砂バイパス影響把握
調査等

土砂バイパス運用後の河床材料は、三峰川0.4k付近において運用前より20
㎜前後の小礫が減少。

SS 定期調査および出水時調査 土砂バイパス運用後のSSは、高遠ダム下流などで洪水ピーク後20日以降に運
用前より低く推移。

DO 定期調査および出水時調査 美和ダム流入点、ダム下流、および三峰川1.8kのいずれも土砂バイパス放流
前後で差異が小さく環境基準以下で推移。

無機物量
（シルトの堆積）

バイパス運用前後における出水によ
る無機物量の変動を把握

高遠ダム直下、三峰川7.4k付近（St.2）及び天竜川のシルト堆積は、土砂バイパ
ス運用前後ともに出水により減少しその後増加するサイクルを繰り返す。

底質 バイパスされる予定の湖内堆積物の
質的特性の把握

分派堰下流のダム湖堆積土砂の粒径はD60で0.01～0.5mm。
質は、水質汚濁防止法および土壌汚染対策法に係る基準値以下。
DO消費速度は貯水池濁水濃度が高いほど大きい。

付着藻類 バイパス運用前後における出水によ
る付着藻類の変動を把握

高遠ダム直下、三峰川7.4k付近（St.2）及び天竜川の藻類量（Chl-a）は、土砂バ
イパス運用前後ともに出水により減少しその後増加するサイクルを繰り返す。

底生動物 バイパス運用前後における底生動物
の年変動を把握

三峰川7.4k付近（St.2）の底生動物は、土砂バイパス運用後、現存量に大きな
変化はないが、カゲロウ目が減少し、ハエ目の構成比がやや増加。

魚類相 バイパス運用前後における魚類相の
年変動を把握

三峰川4.0k付近では、土砂バイパス運用前後で個体数に大きな変化なし。濁
水に弱いオイカワは増加の可能性。

魚類忌避行動 バイパス運用後の出水時の避難場所
の確認

土砂バイパス運用後の三峰川2.2kにおける出水時と平時の比較では、
洪水時に忌避行動が生じている可能性。

陸域植生 経年的な植生の変化（水国） 土砂バイパス前後の植生は、直接改変の影響を受けていない7～9kにおいて、
大きな変化はない。

赤字：バイパスのモニタリング以外を主な目的としているもの



 同一地点である0.4k+50（同一手法）では、D60粒径は試験運用前後で60mm程度で土砂バイパス運用前後で変化がないが、20㎜前後の小礫の割
合が減少（下図左）。

 土砂バイパス運用後の傾向を同一地点である6k付近で見ると、D60粒径は100～150mmで大きな変化は見られないが、30㎜前後の小礫の割合が
減少（下図中・右）。調査手法の違いにより生じている可能性あり（参考扱い）。
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地点 年 調査手法 調査場所 位置づけ

0.4k+50 H11 容積サンプリング法 バイパス運用前

H18 容積サンプリング法 バイパス運用後

（平成18年の測量は、バイ
パスが本格運用された後の
平成18年12月に実施）

3.1k H18 面積格子法

6.0k H18 面積格子法

6.4k H25 容積サンプリング法 瀬と淵で実施

7.0k H25 容積サンプリング法 瀬と淵で実施

河床材料調査の方法

出典：「平成18年度 天竜川上流自然再生計画検討業務報告書」
「平成25年度 美和ダム再開発下流環境影響検討業務報告書」

細粒材料の増加
（手法の違いの可能性）

細粒材料の増加
（手法の違いの可能性）

既往の環境モニタリング調査の概要 （資料‐3の３．に対応）

(1)調査結果 （物理環境：河床材料）

細粒材料の減少



 バイパス運用前（H16）後（H18，19）のSSを比較
 美和ダム放流（美和発電所放流水）SSおよび高遠ダム放流（春近発電放流水）SSはバイパス運用前が高いが洪水ピーク後20

日以降は逆転（右図の下2種）。

美和ダム貯水池流入量(m
3
/s)（＝分派堰越流量）
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洪水名 ピーク流入量 ピーク時刻
H16.10.20出水 190m3/s 10/21 00:00

H18.07.19洪水 366m3/s 07/19 12:00

H19.09.06洪水 568m3/s 09/07 00:00

SS(mg/l) 春近発電放流水
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出典：「平成21年度美和ダム恒久堆砂対策モ
ニタリング検討業務報告書」 45

ピーク流量からの
経過時間

ピーク流量からの
経過時間

ピーク流量からの
経過時間

土砂バイパス運用開始
H17.6 試験運用開始

SS測定箇所

出水後のSSがH18以降低下

濁水長期化の低減

出水後のSSがH18以降低下

濁水長期化の低減

既往の環境モニタリング調査の概要 （資料‐3の３．に対応）

(1)調査結果 （水環境：水質（SS））



 定期調査結果によると、ダム流入点、ダム下流（放流口）およびダム下流の竜東橋（1.8k）において、ほとんど
の期間で差異が小さく、かつ環境基準の7.5mg/lを上回る。
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出典：「平成21年度中部地方ダム等管理フォローアップ委員会美和ダム定期報告書」

平水時のDO

既往の環境モニタリング調査の概要 （資料‐3の３．に対応）

(1)調査結果 （水環境：水質（DO））



 高遠ダム下流7.4k他、天竜川（右図のSｔ.1～4およびC）のシル
ト堆積を土砂バイパス運用前後で比較。

 河床礫に堆積したシルトは、出水直後に減少し、その後増加。
増加傾向は継続せず、その後の出水で再び減少（下図）。

：バイパス運用以前の出水の時期

：バイパス運用した出水の時期シルト付着量の時系列変化
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47※過去の委員会ではウォッシュロードとして説明
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既往の環境モニタリング調査の概要 （資料‐3の３．に対応）

(1)調査結果 （水環境：底質（シルト堆積））



Pt.1（砂)

Pt.2（砂)

Pt.3（シルト)

Pt.4（シルト)

Pt.5（シルト)

Pt.6（シルト)

 底質調査（粒径）は、分派堰下流のダム湖のPｔ.1～6で実施（左図）。
 調査地域の上流のPt.1とPt.2では0.2～1mmの砂が優占しているが、Pt.3より下流ではシルト（0.074mm以下）

が優占（右図）。

出典：「平成25年度美和ダム再開発湖内
堆砂対策施設検討業務報告書」
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Pt.1-1 深度0.1m

Pt.1-2 深度0.4m

Pt.1-3 深度0.6m

Pt.2-1 深度0.1m

Pt.2-2 深度0.35m

Pt.2-3 深度0.50m

Pt.3-1 深度0.2m

Pt.3-2 深度0.5m

Pt.3-3 深度0.85m

Pt.4-1 深度0.2m

Pt.4-2 深度0.4m

Pt.4-3 深度0.75m

Pt.5-1 深度0.2m

Pt.5-2 深度0.55m

Pt.5-3 深度0.85m

Pt.6-1 深度0.25m

Pt.6-2 深度0.5m

Pt.6-3 深度0.75m

※深度とは、土砂採取地点の河床高からの深さを示す。

分派堰

既往の環境モニタリング調査の概要 （資料‐3の３．に対応）

(1)調査結果 （水環境：底質（粒径））



Pt.2

Pt.3

美和ダム
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 ダム湖に堆積する底質の調査は美和ダム堤体に近いPt.2および3で実施（下図）。
 Pt.2およびPt.3地点表層の土壌分析試験の結果、水質汚濁防止法および土壌汚染対策法上、基準値以下（下表）。

溶出量試験（mg/l） 含有量試験（mg/kg）

水質汚濁防止法の
有害物質に係る排

水基準

土壌汚染対策
法の溶出量指

定基準

Pｔ.2
（表層）

Pt.3
（表層）

土壌汚染対策
法の含有量指

定基準

Pt.2
（表層）

Pt.3
（表層）

カドミウム 0.1以下 0.01以下 <0.001 <0.001 150以下 <5 <5

鉛 0.1以下 0.01以下 <0.005 <0.005 150以下 10 10

六値クロム 0.5以下 0.05以下 <0.01 <0.01 250以下 <2 <2

ひ素 0.1以下 0.01以下 0.006 0.007 150以下 3 2

水銀 0.005以下 0.0005以下 <0.0005 <0.0005 15以下 <1 <1

セレン 0.1以下 0.01以下 <0.002 <0.002 150以下 <2 <2

ほう素 10以下 1以下 <0.05 <0.05 4000以下 <10 <10

ふっ素 8以下 0.8以下 0.18 0.10 4000以下 60 70

全リン － － 0.034 0.050 － 520 630

マンガン － － 0.02 0.01 － 660 720

出典：「平成18年度美和ダム再開発
堆砂対策地質調査報告書」

測線No.3 測線No.5

測線No.7
測線No.9

測線No.1

既往の環境モニタリング調査の概要 （資料‐3の３．に対応）

(1)調査結果 （水環境：底質（質））



No.2

No.3

美和ダム

 ダム湖に堆積する底質のDOの消費速度は底質調査地点と同様に美和ダム堤体に近いPt.2および3で実施（下図）。
 DOは、低濃度濁水（7.5mg/L）下で1.4～1.5mg/L/30min消費速度であったが、中濃度濁水（37.5mg/L）lの場合は5.8～

7.4mg/L/min。

出典：「平成18年度美和ダム再開発堆砂対策地質調査
報告書」

堆積土（表層）のSS濃度別のDO消費量
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既往の環境モニタリング調査の概要 （資料‐3の３．に対応）

(1)調査結果 （水環境：底質（DO））



 高遠ダム下流7.4k他、天竜川（右図のSｔ.1～4およびC）の付着
藻類量（Chl‐a）を土砂バイパス運用前後で比較。

 付着藻類量は、出水直後に減少し、その後増加。増加傾向は
継続せず、その後の出水で再び減少（下図）。

 挙動はシルトの堆積（p38）に類似。

出水後の付着藻類の増加状況

：バイパス運用以前の出水の時期

：バイパス運用した出水の時期
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運用後運用後運用前運用前

既往の環境モニタリング調査の概要 （資料‐3の３．に対応）

(1)調査結果 （生物環境：付着藻類）



St.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H12年
H13年
H14年
H15年
H16年
H17年
H18年
H19年
H20年
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現存量の経年変化（St.2） 個体数構成の経年変化（St.2）
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：バイパス運用

 高遠ダム下流7.4k他、天竜川（右図のSｔ.1～4およびC）の付着
藻類量（Chl‐a）を土砂バイパス運用前後で比較。

 St.2で見ると、バイパス運用後、H20を除き現存量に大きな変化

はないが、カゲロウ目が減少し、ハエ目の構成比がやや増加
（下図）。
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運用後運用後運用前運用前

運用後運用後

運用前運用前

※H17は土砂バイパス試験運用として20m3/s放流された

既往の環境モニタリング調査の概要 （資料‐3の３．に対応）

(1)調査結果 （生物環境：底生動物）



 三峰川4.0kの魚類個体数は、土砂バイパス運用前後で大きな変化なし（右上図）。
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既往の環境モニタリング調査の概要 （資料‐3の３．に対応）

(1)調査結果 （生物環境：魚類（魚類相））

調査地点

注）魚類調査はこのほか7.4ｋ（St.2）
でも実施しているが、澪筋が大
きく移動しており魚類相の経年
比較が困難なため説明資料か
ら除外した

H20年7月H16年7月



調査地点

オイカワ

St.2　（4.0kp付近）
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％ ：バイパス運用

 バイパス運用後も濁水に弱いオイカワの個体数比率が低下することはない。
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オイカワの個体数構成

運用後運用後運用前運用前

既往の環境モニタリング調査の概要 （資料‐3の３．に対応）

(1)調査結果 （生物環境：魚類（魚類相））

 濁水に弱いオイカワの個体数変化から、土砂バイパス前後の変化を考察。
 個体数構成に大きな変化が見られない三峰川4.0kでは、オイカワの個体数は土砂バイパス前後で増加の可能

性（右上図）。

注）魚類調査はこのほか7.4ｋ（St.2）
でも実施しているが、澪筋が大
きく移動しており魚類相の経年
比較が困難なため説明資料か
ら除外した

H20年7月H16年7月



(1)調査結果 （生物環境：魚類（土砂バイパス試験運用前後のアユの成長量））

既往の環境モニタリング調査の概要 （資料‐3の３．に対応）



 土砂バイパス運用後の洪水時調査は三峰川2.2k、2.6k、5.2kで実施。平常時調査も実施している地点は2.2kの
ため、この地点を比較すると、洪水時の個体数が若干多く、忌避行動の可能性。

56

既往の環境モニタリング調査の概要 （資料‐3の３．に対応）

(1)調査結果 （生物環境：魚類（忌避行動））

図の出典：「平成23年度 三峰川総合下
流環境調査業務」
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出水時調査時の環境

平水時と洪水時の個体数

2.2k右岸（H22．5撮影）
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平成18年度

平成23年度

0～3km付近は河原や低
茎草本が多く、4～8km付

近は河畔林が比較的多い。
0～3km付近は上流に比

べて川幅が広く、かつ河
床勾配もやや緩やかと
なって複列砂州がみられ、
現状でもみお筋がよく発
生する環境である。一方、
4～8km付近は、ハリエン

ジュ林を中心とした高水
敷がみられ、高水敷が固
定化されつつある。なお、
同区間で平成18～23年に

かけて河畔林の割合が低
下しているが、これは自然
再生事業にて河道内の樹
林伐採が行われたためで
ある。

出典：「平成18年度 美和ダム恒久堆砂対策施設環
境調査業務報告書」に平成23年分を追加

河川水辺の国勢調査結果
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 高遠ダム下流の三峰川において、1㎞ピッチで植生を含む河床形態を集計。このうち2.0k～7.0kは自然再生事
業などで河道の直接改変を実施。

 直接改変の影響が少ない7～9kで見ると、バイパス運用前後で大きな変化なし。

運用後運用後

運用前運用前

自然再生事業

既往の環境モニタリング調査の概要 （資料‐3の３．に対応）

(1)調査結果 （生物環境：陸域植生）


